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所長挨拶 VI.南 極 とゴンドワナ大陸(7)
10:10 座長 吉田栄夫(極 地研)
1.セ ール ・ロンダーネ山脈 の地形(4) 木下 肇(千 葉大 理)





昼 食 昼 食
13:00 13:10
III.東 クイーンモードラン ドの地質(7) VII.西 南極の地学(6)
座長 浅見正雄(岡 山大 教養) 座長 兼岡一郎(東 大 地震研)
白石和行(極 地研) 15:10
15:20
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15:40 15:30
IV.　ドライバ レー ・ロス島地域の地学(3) VIII.南 極大陸断面構造ワークシ ョップ












座長 小野有五(北 大 環境科学)














4.セ ール ・ロンダーネ山地の塩類析出物 と塩類風化作用について(20分)
○松岡慧知(筑 波大 水理実験センター)
平川一臣(山 梨大 教育)
II.セ ー ル ・ロ ン ダ ー ネ 山 地 の 地 質(11:30～12:10)




先山 徹(広 島大 理)
6.セ ール.。 ンダーネ山地中央部の深成火成活動(2。 効
○高橋裕平(地 質調査所)
先山 徹(広 島大 理)
小山内康人(北 大 理)
一 一 ー ー ー ー 一－p-一 一 昼 食 一 一 ー ー 一 一 ー ー ーー一・一(12:10～13:00)
III.東 クイーンモードランドの地質(13:00～15:20)
































一一一一一一一一ー一 休 憩 一ー一一ー一 一一一一一(15:20～15:40)
－ii一
IV.　ドライバレー ・ロス島地域の地学(15:40～16:40)





15.南 極ビク トリアランド,ラ ビリンスの湖沼の化学的特徴(20分)
































木下 肇(千 葉大 理)




















○岡村 仁(石 油公団 技術部)
24.サ ウスジョージア島周辺の地質 一レビュ一一ー一(20分)
○荒川基樹(名 大 理)








一一ーー一一一一一一 昼 食 一ーー一一一一ー一一(12:20～13:10)
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VII.西 南極の地学(13:10～15:10)
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V川.南 極大陸断面構造ワークショップ
司会 伊藤 潔(京 大 理)






































松 岡 憲知(筑 波 大 ・水理 実験 セ ンタ ー)・ 森脇 喜 一(極 地研)・
岩 田 修 二(三 重大 ・人 文)・ 平 川 一 臣(山 梨 大 ・教 育)
JARE-26,-27で は,七 一ル ロン タ:'一'ネ山 よ 量 は,日 中 の融解tCよ,て 地 中に形 成 され
地 中央部 に,風 化 づ東上 ・斜 面物 質移 動 ・地 る活動層(融 解層)の 厚 さ に比例 す る.一 方,
温 な ビ を測定 す るため の地形 実験 地 を設 置 し1月 で{地 面が ほ とん ど融 解 しな い場 所(27一
た(図1:26-1,27-1,27-2,27--3,Dで は.凍 上 は記録 され なか ・ た.
27-5).JARE-28では,こKら の実、験地 で3.実1酸 塊27-3の 凍上が 記 録 され た斜 面
の再測 を行 な うと と毛 に,プ ラッ ト二 一バ ネ の下部 で は,地 中 に埋 設 した ひずみ計 によ リ,
に構 造土 の成 長速度 を測 定 す るたあ の実験 地 夏期 こ数 ㎜程 度,表 層 物 質 が 下方 に移 動 して
(28-1)を 新 た に設 置 した.ま た新規 の測 い うのが観 察 され た.
定項 目 ヒして風食 量 の測 定 装 置 を27-2,27一
3の 各 実、験地 に設 置 しアこ.こ の装 置 は高 さ
100cmX幅4-OcmXノ 享さ1cmの 板(塩 化 ビと ノし
また はア スベ ス トラッ クス)を4枚 つな ぎ1合
わ せて箱 状 に し起毛 のでノ風 食 量 は板 の厚 み
の減 ケ ヒして言己録 さ赤 る.
再 ラ則によ り以 下 の結 果 が得 られ た 。
1.タ フォ 二 一(蜂 ノ巣状岩)の 穴 の中で
は.基 盤 岩 かご薄 い板 状 に はカぐれ.て い る(27-
3).し か し,1年 間 に剥 落 した面積 は1㎡ あ
た'J　loicm2の オー ダ".llす ぎな ・・の で、風化
速 度 は非 常 に遅 い.こ オtは,基 盤 岩 の水分飽
和 度 がノ」・さい(30・ ・40°/.)た め であ ろう.
2.飛 雪 の影 響 で比 較 的ラ湿潤 な緩 斜 面(27-
5)で は,1月 の高温 期 に最 大2mmま で の凍
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図2.実 験 地27-3の 地温断面と凍上量 変化(/987)
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セ ー ル ロ ン ダ ー ネ 山 地 中 央 部 の 氷 河 地 形
平 川 一 臣(山 梨 大)・ 松 岡 慧 知(筑 波 大)・ 森 脇 喜 一(極 地 研)
JARE-28セ ー ル ロ ン ダ ー ネ 地 学 調 査 結 果 の 一一部 で あ る セ ー ル ロ ン ダ ー ネ 中 央 部 の 氷 河 地
形 、 氷 河 堆 積 物 、 お よび そ れ ら か ら 導 か れ る氷 床 、 氷 河 の 変 動 に っ い て 報 告 す る 。 対 象 地 域 は 、
Walnum山 塊 、B?attnipene,Lunckeryggen,Dufek山塊 、　Menipa山 塊 、　Mefje11山 塊 で あ る 。 主 要 な 結
果 は 、 氷 河 ・氷 床 最 大 拡 大 時 の 古 地 図(図1)と 縦 断 形(図2)と し て ま と め る こ と が で き る 。
こ れ ら か ら読 め る要 点 は 、(i)氷 河 最 大 拡 大 時 に はWalnum～ 　Hef　jel1山 塊 の 大 半 は 、 わ ず か に ヌ
ナ タ ー ク を残 して 氷 床 に 覆 わ れ た 、(il)ア イ ス フ ォ ー ル の 位 置 は 現 在 よ り5～6㎞ 北 に あ っ た 、
(Ul)氷 床 高 度 は 現 在 よ り約250～350m高 か っ た 、 な ど で あ る 。 こ れ ら を得 る 基 礎 と な っ た 証 拠
と そ の解 釈 は 以 下 の と お りで あ る 。
1)　Brattnipeneの 通 称 中 指 、 薬 指 、 小 指 の 平 坦 面:地 形 的 特 徴 か ら 氷 食 起 源　(Autenboer,　 1963)
と さ れ た が 、 踏 査 し た と こ ろ 外 来 礫 は全 く な く、 過 去 に 氷 床 に 覆 わ れ た こ と は な か っ た 。
2)　Walnum山 塊 の ル ン トヘ ッ カ ー:　 Wainum南 部 の 高 度2450m付 近 の 通 称 す だ れ 山 で 顕 著 な ル ン ト
ヘ ッ カ ー を発 見 し た 。 山 頂 に近 い か な り鋭 利 な稜 線 で 、 し か も す だ れ 山 カ ー ル 壁 の 上 縁 端 に 位 置
す る こ と か ら 、 か っ て 氷 床 は こ の 付 近 か ら北 方 ヘ ア イ ス フ ォ ー ル と な っ て い た ら し い 。
3)　Lunckeryggen山 塊 の モ レ ー ン:　 Lunckeryggen山 塊 山 頂 部 に は 外 来 礫 を多 量 に 含 む モ レ ー ン に
覆 わ れ る 範 囲 が 広 い 。 一 部 の 山 頂 部 を残 して す べ て 氷 床 に 覆 わ れ て い た 。
4)　Mefje11山 塊 の モ レー ン　:　 Mefjell山 塊 北 部(現 　Mefjell氷 河 上 約400m)に 厚 い(数 十m)
モ レー ン が か な り広 く分 布 す る 。 こ の 他 にMefje11に は 氷 河 の 消 え たU字 谷 が顕 著 で、当 時 の 氷 床
高 度 はMefjell南 縁 で2700m、 北 縁 で1800m(海 抜 高 度)と 推 定 さ れ る 。
5)　Menipa,Brattnipane山 塊 で は,現 在 よ り氷 床 高 度 斌 高 か っ た の て"、漂 雪 に よ る ロ ー カ ル(カ ー ル)
氷 河 が広 く発 達 した 。 と く に　Brattnipane主 部 に 雪 氷 を 伴 わ な い カ ー ル 地 形 が 多 い の は こ の た め
で あ る 。
6)こ れ ら高 位 置 の モ レー ン は い ず れ も 風 化 が著 し く 、 モ レ ー ン 原 特 有 の 微 起 状 、 浮 い た 巨 礫 な ど
は す べ て 平 坦 に さ れ て い る 。
以 上 の 最 大 拡 大 時 か ら 現 在 に 至 る 間 に 、Blattnipane北 縁 で は3～4っ の 停 滞 期(再 拡 大 を 含 む
?)が 認 め ら れ る 。
氷 河 地 形 に 関 す る 今 後 の 作 業 仮 説 と して 次 の 二 点 を あ げ る 。
1)Birger　 Bergersen山 塊 北 東 縁 、　Tirne、　Mefje11山 塊 北 縁 、　Lunckeryggen北 縁 に み ら れ る 岩 塔 は
氷 食 に よ る:す な わ ち 、 面 的 な 溢 流 氷 河(山 塊 を覆 う 氷 床)と 大 き な 谷 氷 河(線 的 に 流 動 す る 氷
河)が 合 流 し、 か っ 、 厚 さ の うす い 山 塊 を覆 う 氷 床 が ア イ ス フ ォ ー ル と な っ て 合 流 し、 氷 河 の 流
動 が 乱 され る よ う な 位 置 に発 達 す る の で は な い か 。 上 記 の 例 は い ず れ も そ の よ う な 位 置 に あ る 。
2)す だ れ 山 の カ ー ル 地 形 は 基 本 的 に は ア イ ス フ ォ ー ル の 下 で 形 成 さ れ た の で あ っ て、 カ ー ル 氷 河
は 多 少 の 修 飾 を した にす ぎ な い 。
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セ ル ー ロ ン ダ ー ネ 山 地 の 氷 床 変 動
森 脇 喜 一(極 地 研)・ 平 川 一 臣(山 梨 大)・ 松 岡 慧 知(筑 波 大)・ 岩 田 修 二(三 重 大)
セ ー ル ・ ロ ン ダ ー ネ 山 地 に は 氷 床 下 で 面 的 な 氷 食 を 受 け た 比 較 的 な だ ら か な 地 形 や
溢 流 氷 河 な ど の 線 的 侵 食 で 形 成 さ れ た 氷 食 谷 な ど の 急 峻 な 地 形 が 発 達 し て お り 、 か っ て
は 氷 床 が か な り 拡 大 し て い た こ と が 知 ら れ て い る 。 こ う し た な か で 、 あ る 部 分 に は 山 頂
平 坦 面 が 残 っ て い て 特 異 な 存 在 と し て 注 目 さ れ た 。
こ の 山 頂 平 坦 面 の う ち ブ ラ ッ トニ ー バ ネ の も の は 全 く 氷 河 作 用 の 痕 跡 を 示 さ な い こ
と が 判 明 し た 。 ほ か に も 山 地 西 端 部 の オ ッ ト ー ボ ル ヒ グ レ ビ ン ク 山 塊 に も ま と ま っ て 山
頂 平 坦 面 が 存 在 す る ほ か 、 小 規 模 の も の が ま だ 数 ヵ 所 に 点 在 し 、 同 様 に 氷 河 作 用 を 受 け
て い な い も の と み ら れ る 。 す な は ち 氷 床 の 最 拡 大 時 に も 氷 床 は そ の 高 さ に ま で 達 し な か
っ た も の と み ら れ る 。
更 に 、 拡 大 時 の 氷 床 も 全 体 と し て は 南 か ら 北 へ 流 動 し た で あ ろ う が 、 山 地 中 に は こ
れ と ほ ぼ 直 交 す る 東 西 性 の 急 峻 な ヤ セ 尾 根(ア レ ー ト状)が み ら れ る 。 そ れ ら は 、 南 部
の ビ ー デ レ ー 山 塊 、 メ ー フ ィ エ ル 、 ビ ル ガ ー ベ ル ゲ ル セ ン 山 塊 で は 高 い と こ ろ に 位 置 す
る が 、 よ り北 の タ ン ガ ー レ ン 、 プ ラ ッ ト 二 一 バ ネ 、 ア ウ ス ト カ ン パ ネ で は か な り 高 度 が
低 い と こ ろ に あ る 。 こ う し た 東 西 性 の ヤ セ 尾 根 は 氷 床 下や 溢 流 氷 河 に は 覆 わ れ な か っ た
と 考 え る 。 演 者 ら の 間 で も 、 特 に メ ー フ ィ エ ル の そ れ に っ い て は 意 見 が 一致 し て い な い
が 、 い ず れ に せ よ 南 の ヤ セ 尾 根 は 高 い と こ ろ に あ り(こ れ は あ る 意 味 で は 当 然)、 北 の
ヤ セ 尾 根 は か な り 低 い と こ ろ に あ る(こ の 方 に 注 目)と い う こ と と 、 先 に 述 べ た 非 氷 食
平 坦 面 の 位 置 と 高 度 か ら 推 定 す る と 、 氷 床 最 拡 大 期 に は 、 現 在 の 山 地 南 端 部 に 位 置 す る
氷 床 の 急 崖 線 は も っ と 北 に 前 進 し て い た が 、 山 地 の 北 部 だ は 氷 床 表 面 の 高 さ は そ れ 程 高
く は な ら な か っ た で あ ろ う 。 バ ル ヒ ェ ン 山 塊 が 氷 床 下 で 形 成 さ れ た 地 形 で あ る と 見 ら れ
る こ と と 、 バ ー ド 氷 河 西 岸 のB.ベ ル ゲ ル セ ン 山 塊 の 東 斜 面 に 現 氷 河 表 面 よ り少 な く と
も 約400mも 高 い 位 置 の 側 堆 石 が あ る こ と か ら 、 山 地 の 東 部 で よ り氷 床 の 厚 さ が 増 大
し た よ う に 思 わ れ る 。
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4セ ールロンダーネ山地 の塩類析出物 と塩類風化作用について
松岡 慧知(筑 波 大 ・水理実験 センター)・ 平川 一臣(山 梨大 ・教 育)
七一ルロンダーネ山地 中央部 の各地 で,名 号 やデザー トペ イブメントなビ乾燥 地域に特
石の風 化状態 を観 察 し,風 化物や塩類 を採集 有の景観が発達 し,素 層直下 には塩暑 く数cm
した.X線 分析に」 り採集試料 に含まれう二一程度)や 塩 分を含 む風化細粒層(細 砂 ～シル
次鉱物(塩f類 ・粘土鉱物 な ど)の 種類 を同定 ト)が 形 成 され ていう.風 イヒ細 粒層 の厚 さt9
し,塩 類 の分布 ・塩類風化作用について.以 最大30cm程 度 で,こ れ は最大融解層(活 動層)
下の知 見を得 た.の 厚 さに対応 す5.風 化細粒物 申 にね粘土鉱
1.下 図左下のように,塩 類は硫酸塩 ・絹 物 がほとんど・含まれ ていないので,細 粒物 は
酸塩に限 られ.ノそれ 勘大手 が硫 酸塩であ う(結化学的風化 よ り6.主 ヒして塩類風化(物 理
晶水 は省略).CαSO4は 全域 に広 く分布し,最 的風化)に よnて つくられた老のであ うう.
拙 現頻 度 が高い.臨F。 縮 む塩・ま,と く4.地 表 で⑦露出時間が塒 蜘 短 ・》(お よ
に黒雲母 の、含有量 の多し・岩 石 に産 出する.乏 数 万年以下)場 所 で壱,塩}類 の析 出するヒ
2.陽 イオンはt》ずれ.も岩 石中の主要元素 こうでは岩盤 やモ レーン諜 の石麟 が着 しく,
であbの に対 し,陰 イオン中の5,人!は 差レ石 タフォ二 一やクサ リ石楽が冴ラ成され ている.
中にはとん ど・含まれ 突∫いので.陽 イオ ンほ岩5.し たがって,セ ール ロ ンダーネ山地で
石 の化学的風化,陰 イオ シは主として降 水に は,下 図のように,岩 石の化 学的風化 と降水
由来すう毛のであ うう.に 起因す る塩 類が、岩石 を物理 的 に破 砕 し細
3.地 表での露出時間が長 い(お よそ数+粒 物 をっくbヒ いう風化過 程が愚 老重要 であ


















「画 二・頸 綱 ・2S・、…N・,7-1
1N・2Mg(SO4)2・MgA12(SO4)4・l
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KF・(SO4)2(OH)6
　 CIay　 minarals　 (?)












!ト中肉廉ノくけ ヒ大 ・理)・ 壱締 平(健 賞調 査所)・ 失山 徽(本 島大 ・理)
東南 極 セー ル ロ ン ダ ーネ 山地 中央部 は,ミ ー労,マ イロ ナ イ ト化 とげ別4後 這玄 武遮
t},・まzi'」7ARE-29・vZ7t:よ ・z調 査SWt,re9養 モ示 すもaと しマ,E-f-.`P,=ehliN・だ
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門86;　 Skl"alsva　 Ct久 ㌧　tqδη)。 今回 編9耕 獲得 媛,'利7≡ 考裏 条件 下 £㌧冠物 万三力4垂
1さ」7Ars-2δ に参加 し!同d4地 中棄却 地域1こ つ 下 を衆 評ものぜ あ ラう 。
、、マ精 査 す3構 ン金毛得 た 。 二aeFラ 併殺喧 擾 訳遍羅'♂,形 様 刷 鉱物 美
本 健 域 に分 布 ず3唆 吠 岩類1才 ノー報1ご 角閃 生芝禾 ゲ石灰苺 質 岩 乞'毛み ヒあ ξψは 。
岩 相 穆 、、しヴラ ニ ュラ イ ト祖 の安 広 作 用を喬 ノ今回4報 告 ぜ 停 ノ」ン(」:4ゲ ラニ ュ ラ イト梱
け7い3。 グラ ニ ュラ イ ト粗o素 本着類13!の 砂 罪 質港額 威よズ 石灰珪 質岩1類'二 つu2逼
プラ ッ ト二 一バネ!ア ウ ス トカ 〉パ ーネ!此 度 ・圧 力 ・≠脆0等4枝 針 ε4テ い,笈 小 弓h〈
都 入ニ パ博 ど－nttr　tt神ti!!nlXlt卓 諒 すさも〃1経 た要 式履歴 仁っ い7謙 譲 可昌テ宍 ぞ粛 ま.
の,X－ フィ ェ1レ芝13山t鬼 の東静t螂 にt萎
の産 浪 が報 岳 さ眠zvS(k・ 戸 照 《才"1ソc9
8も)。 一力,角 田 岩オ8の 衰i試 岩頚 ほ/ワ ル ヌ
∠へ/ノレΣケ リッゲ 〉ノ魚二神Xニ ノ〈,　liK,,lt-　Zぷ画6
Wス ー7,エ1レ 仁分布 し,デ ュ7エv/クiも
花 コウ岩 中に巨大 塔ブロ ッ クこ し?出 現 すさ
(丁二79.1).
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を示 ず.統 品質岩 の主嘩 鍬 搬 生'♂,
b?x-e≠-k9`,q尤 一(二d　-su-　ktS　/　G　t-Rえ －
sic－ 祥∫げ ど ぜあs・ こホ9'ま 一撮 た後
遅 変拭うF用 を!多'ナ?t"B.プ ラ ッ ト二 一
バ ネ才 は,渡 本 造類 の片理 之 摩 唐革 ヂテ'こ
着 しいマづ ロ ナイ ト化が起 きzUふ こ
の マイ ロ ナイト1帯 に邉?Z後i速i変 式 作用
の産 斤 がみ ヒあ ら れ,-ge2'停M"・,(W
が惰 ボtれ3惇 ビ繰 を片岩相差 産ま?"妻
訳 度 が種 下 可El,・ これ ヲtlx・　ASI・2仁 示
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7ベルジカム聯の両輝 柿 麻 名
残 晃正雄(岡 ム 天 ・敷 板)・ 小 島倉庫(栂 姥甜)・ 矢内堪 三(秘 姥獅)
ベ ル ジ""・ 舳 麹 繍(B・2}・e・G…P)・ ・pv,E、 ・n・ …fgaqbh・ 裾 継 鋤 け
lt,(1)花 嵐 ち 質 片 旛 完.(2備 品 噴 石 灰 先 み よ　 BeSZsic・.　ec2P2trヂ ・rMat,'・n　 l(含 め;"て ・・3.
」(t・'7.Ul1レ ン,(ヲ 滴 閃 擬 ㈲ 角 閃tta－ 思 牽 身 片 倉 斜 方輝 柿 麻%(A79!2/r〃4)Nl,単斜tg
麻%,悦 服 」球 吟麻 完,面 革 斜 輝 ろ 吟 麻 拓,(7)石 一/斜 方輝 石 ・カ ミ ン グ ト ン 閑 月 ・ 黒 重 責 ・
lr"く3k－ 黒 宝 舟 肖蘇 完,桝 の 麟 姪 鍍,t、1レ ン ブ レ ン ド ・ゐ ・)EfO－ 石 英 ・斜 長k,
,lb。 劣 敵 恥 ・S　tg　、)　t か 萄 纐 為 麻 勘 当 紘 　 1・tOftwそ 。 蜘 天 か 九 コ ン 才 動 鳴 物
イ3Be2}iCa　 Zecuar和 ・MLtl。nと 角閃 石'黒 蜜 が;行3.導 斜 輝 石 、1'r量1か 盆1いtS・1.
母hthXが 修 勢fl彦t・(・21CK呼P乏r　 f・rM4t　 i・vsヒ 斜di　Xg　laの ラ1}'トig、91言 ヒ ん ビ筍ζ・めS　 es　rf　・1.
に 〔!4トざWtて い3　 (　ko5;WNa　 2t　aZ・,ノ9sん19P37卜1レ ン フ"レ ン ド のzjP古 老 は 練 絹 色 で 」ち 』.カ
).舳 パ 。絨.(Me6)tlL,.嘲!城 川 鰭 ミ ン グ ト ン閃 勧,　 tftん ビ ・ahlBsatixrvk
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石 が 見 ・」6ミ't!畝 な ・・ 二 とが5,・9荻 作 用 は 角 べ1ま 為 関 係Kあ3.
閃 耕9のtの で あ3tl・P-.ま た,そ り 斧 舛 ・ のrl　fO　・ 単斜 煩 乃 ・斜1tSk・ 黒 蜜 母 ・
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7衣,イ 戸 多級 萩E表hくft・ 可.輝 ゐ 類 のAム ら含 有 量
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・ の 莞 ろ 乏 倉 劫r〈 附.　Vandewh・yA・ 肋 榔 賎
reヒ,1の 南 側 ド 広 くh.　kC3べ'レ ジ カ ムAi3〈
す 薄 舞 ・ ・gsx'2顛 ど の 間Klも 耕 日L6・ ぎ が
繍 蓮 工 の 芥 蓮 尾 梅 、下総 め もWt存 ・・.11ダ つ
/,2の 函 輝 甜 蕩縞 の産 玖 σ,・ の 彬 猷 ・
ま 番 夜 夜 作 用 バ 屋 体 ε 遡」'咋 角 門 弟 加 一 グ'う
ニ ユ ラ4ト 相 噺 移 相 り6の ↑'あ?表 ヵ・,あ 」
"NI,南 弁 か5北 弁k向 が ・1蚕 釈 度 の 上 昇
乞うわtの で あ ・7s・ 乙 爾 ・ 日 ・・3.m巧
芦、T・1つ,棟 方 毛 指 示 可3柁 の 阜 実e知5　 Wtl
い 均 ・㌧
Table　 2.　 Two-pyroxene　th rrnometry.








WB:　 Wood　 and　 Banno　 (1973).　 W:　 Wells　 (1977).
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8机 効 山脚 深端 魚 塩幽醸 成岩の微量紛 組成
元 素 パ タ ン ば や ま とLhj液 の 角 閃 岩 の パ タ ン に
イtメLz、'る 。 ア)し カ リ,2Sσ)微 量 」|lg2.7■,＼柔8L)最二と 途 イリk
し7い5こ ヒ 方・ら1ア ノし カ リ%41.の:Zグ マ が
9直 接 岳]結 し芦 ・もの と考 え5れ る 。
3)、 ¢・ン フ花 島 岩
・ の舳 先 はN…=4・sg4・,k・o・4.liS4・と
小笠原 正価(地 質調 査所)・ 小 島秀康 ・矢 内柱 三(極 地研)・
西 田民雄(佐 賀 大,教 看)
東南極,ifSと4ikとc・C9ン タニ ネ 蝋 ア 刈 り元 素1鳴 ん で6>,3たM・1賊oノ
のヤ簡)二耀 する や し勤 山脈)・1ま 、べ・レジ(ω+N・ …k・D)・t(bSl・ ・974と 伽.よ た 一
カノ音見手とzSt)まれ るメ吉晶質基 盤 岩類 が分布 す る.牙 、ヌr,　Nb,　 Yの 値 がi書)、。 こナし5のi痔 イ敦は、
・の鰭 財 麟 擁 とす醸 競 よ城 ・ こ磁 齢 九 鯉 触 塒 舛 端 紅 で
2珊 、 ま 離 晶質万 反岩層 的 凍 む.塩)9・s・ が、そ如 竣 ・、こヒ を示 して 、、5。
基 性愛 万ヌ岩 で ある角 閃岩 芒片麻 岩申,こ層 状 に 勾 、片麻岩 頬.
分所 す る。 変 成岩頚}a　Leゾ ク花 齢崖,閃 長岩 片麻 岩類」二は種7の 源岩 が含 よWhbが 、そ
等 の深 嚇 ノ・よ 慣 泣 恒 噸 ・ の 一年 叶 性 状 競 を鶴 と しZ、 ・bと
これ 弓の岩 石 に っ・)2)・ま、 す で):主)t5(・分・組 ノξえ;れb角 閃石一 黒 、愛妻}片麻」ちが含 ま れ る。
成 のfi2tと に した岩 石 ∫靹 特徴 の議 論 力Kgilr　tの 主取分4鳴 海 船 建 雌}誕 ム 、詳 微
帥z、1る 　(　k・Jima　at　al.,　19?ユ).今 回 そ 歓 今 織 旛 魚 碑 端 とイ丈zり 、　Nbの
の 」6試耕 つ ・ワ 新 た)・峨 分 の搬 蘇(岬 ・幅 の轍 赫tZ')る ・
8a,RbJ5r,Y,&'凡b,　Znノ(",N;、V)こ 淑Sの 、岩石 の地球二/(唇}的特徴 とべ'ノ(ジカ
を飾 レ その癖 鱒 的特 徴 か ら1憂 鵬 層 群 η糊 から、 杣 川 蝋 とW8tム 脈
麺 η源鬼 と関連ンする火成治動 に つ ・・てつ考 察 の鬼石]EX、 沓弧 盆 よた は 一部島・」執の文政岩 と
を加 えた.gr1・,鱒 と山脈 か5の 試M与 個 堆積 岩 を継 と ・て ・)kと7Sえ3ニ ヒか つ能
}こつ ・・z綱 峰1こ微量 成分 の分布 を行 、〕、 氏 で・A;.
較検 討 しT=e各 岩石 種 の 廻痺イ噂 動特4致 ば次
の'乙 うりであ う.
1)、 角閃岩
初 生M7ソ 拉しの粗 放 で規 格 旭 芦 ベノし・」
カム脈 の 角鵬 のイ ソコ ンパチづ ブル 元素パ
タ ン9,　 ・v　・NI　LIL　f・　,kvこ冨 ん だ左 上 の の傾
:Z　E　fi・口 哨 ・ しE施2汕 一卿 ・ 纐
ORBと);明 ら か}こ異 っz、,b。 一方 、ヤ ま
とム脈 の角鵬 ば ア'し刎 鳩 で ユ1L元k}・
ユ00
差Lく 濃く集LZお り},左 上 か9ソの傾斜 σ)夫乏.
・り寸クン を斉 。Z・ 、る.6。/9.κ カく4」 と高
4,餌 鳥 ・71し 力鴻 の6瞬.(<4.・)曙 巽
」三・1㌫ 灘 矧111、ぞ埣1獅 ξ
ユ)、閃競 誉
」閃 儲 の 姻 ま'・ ・-29・rF・
,B・ は'79・-
3790PPMと 膚tく 高 、、。 イ ン ユ ン ノぐテ ィ ブ 」し
10
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9ラ ン グ ホ ブ デ 産 輝 岩 中 の ニ ッ ケ ル 硫 化 物
松 原 聰(国 立 科 博)一 本 吉 洋 　 (New　 South　 Wales大 応 用 地 質)
リ ュ ツ ォ ホ ル ム 湾 沿 岸 地 域 の い わ ゆ る メ タ ベ イ サ イ ト の 源
岩 に っ い て は 、 そ の 化 学 組 成 や 鉱 物 組 み 合 わ せ か ら い ろ い ろ
な 推 定 が な さ れ て い る 。24次 隊 で 採 集 さ れ た 北 部 ラ ン グ ボ ブ
デ に 広 く 露 出 す る ざ く ろ 石 黒 雲 母 片 麻 岩 中 に 存 在 し た 輝 岩 を
検 討 し た と こ ろ 、 今 ま で 報 告 が な か っ た ニ ッ ケ ル を 含 む 鉱 物
や ク ロ ム 鉄 鉱 の 産 出 を 確 認 で き たo輝 岩 は 主 に 緑 色 の 透 輝 石
と 淡 褐 色 の 紫 蘇 輝 石 か ら な り 、 ご く少 量 の 金 雲 母 と 緑 閃 石 が
存 在 す る 。 鉱 物 粒 は 粗 く 、 透 輝 石 で は 一 つ の 結 晶 が5cmに 達 す
る 。 ニ ッ ケ ル 硫 化 物 や ク ロ ム 鉄 鉱 は こ れ ら 珪 酸 塩 鉱 物 の 粒 間
に 産 す る 。 ニ ッ ケ ル 硫 化 物 の ほ と ん ど は ベ ン ト ラ ン ド 鉱 と 含
ニ ッ ケ ル 黄 鉄 鉱 で 、 ベ ン ト ラ ン ド 鉱 の ま わ り に は そ れ が 分 解
し て で き た と 思 わ れ る 針 ニ ッ ケ ル 鉱 に 似 た 鉱 物 が 認 め ら れ る 。
透 輝 石 、 紫 蘇 輝 石 、 ベ ン ト ラ ン ド 鉱 、 含 ニ ッ ケ ル 黄 鉄 鉱 、
ク ロ ム 鉄 鉱 に っ い て 、 代 表 的 な 化 学 分 析 値 を 表 に し め し た 。
各 鉱 物 の 産 状 、 化 学 組 成 か ら 、 お そ ら く こ の 輝 岩 の 源 岩 は 、
ウ ェ ー ル ラ イ ト も し く は レ ー ル ゾ ラ イ トの よ う な 超 塩 基 性 岩
で あ り 、 か ん ら ん 石 は 周 囲 か ら 珪 酸 の 供 給 を 受 け て 、 紫 蘇 輝
石 に 変 わ っ た と 推 定 さ れ る 。 そ の 時 ニ ッ ケ ル の 放 出 が あ り 、
硫 化 物 と し て 固 定 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。 ク ロ ム 鉄 鉱 は も
と も と あ っ た も の が 再 結 晶 さ れ た か も し れ な い し 、 透 輝 石 の
再 結 晶 の 際 、 ク ロ ム の 部 が 外 へ 出 さ れ て 作 ら れ た も の か も































Nesδya島 産 ベ グ マ タ イ ト に み ら れ る 石 英 一 ザ ク ロ 石 連 晶
鈴 木 盛 久(広 島 大 ・理)・ 松 本 征 夫(山 口 大 ・理)
火 成 岩 中 にAlmandine-richな ザ クn石 が
産 す る 例 は 世 界 各 地 のcalc-alkaline岩頚 か
ら 報 告 さ れ て お り,そ の 母 岩 は 花 圃 閃 緑 岩,
デ イ サ イ ト な ど が 多 く稀 に 流 紋 岩,安 山 岩,
石 英 閃 緑 岩 お よ び ペ グ マ タ イ ト な ど の 場 合 も
あ る.従 来 の 報 告 例 か ら す る と,殆 ど の 場 合
そ れ ら は 単 独 の 斑 晶 と し て 産 す る.
今 回 報 告 す る も の は,昭 和 基 地 北 方 約700m
に 位 置 す るNes6ya島 産 の ペ グ マ タ イ トの 中 か
ら1975年 松 本 に よ り 見 出 さ れ た も の で,岩 石
全 体 に わ た っ て 石 英 と"文 象 構 造 的"な 連 晶
を な し て 発 達 す る,極 め て 特 異 な も の で あ る.
な お,火 成 岩 中 に 石 英 と 連 晶 を な す ザ ク ロ 石
の 産 出 す る 例 も 稀 で あ り,わ ず か にNew　 Zea-
landの 流 紋 岩 中 に そ の 報 告(Wood,1974)が
あ る の み で あ る.し か も そ れ は 斑 晶 と し て 産
す る も の で あ り,今 回 の 試 料 と は 明 ら か に 性
状 を 異 に す る.本 報 告 に お い て は,本 署 の 組
織 お よ び 鉱 物 化 学 組 成 を 記 載 し,そ の 生 成 条
件 を 考 察 し,　Llitzow-Holm　 湾 地 域 の 変 成 一 火
成 作 用 の 履 歴 を 考 え る 上 で 本 署 の も つ 意 義 に
つ い て 考 察 す る.
Nes6ya島 は 周 囲 約2.5kmの 小 島 で あ り,本
島 を 構 成 す る 変 成 着 類 は 走 向NNW-SSE,20-40
度Eに 傾 斜 し た 構 造 を 有 す る.見 掛 け 上 の 下
位 よ り 角 閃 石 片 麻 岩,ザ ク ロ 石 片 麻 岩 お よ び
輝 石 片 麻 岩 よ り な り,こ れ ら と 密 接 に メ タ ベ
イ サ イ トが 出 現 す る.ま た 角 閃 石 黒 雲 母 片 麻
状 花 間 着 の 調 和 的 岩 体 や ペ グ マ タ イ トの 非 調
和 的 岩 体 も 出 現 す る.今 回 検 討 し た 石 英 一ザ
ク ロ 石 連 晶 を 有 す る 微 斜 長 石 ペ グ マ タ イ ト は
本 島 の 中 央 部 に お い て,各 種 の 片 麻 岩 類 お よ
び 角 閃 石 ペ グ マ タ イ トを 貫 い て 出 現 す る 幅 約
0.5～1.5mの 岩 脈 で あ る.微 斜 長 石 ペ グ マ
タ イ トは 主 成 分 鉱 物 と し て 徴 斜 長 石,斜 長 石
,煙 石 英,黒 雲 母 を,副 成 分 鉱 物 と し て メ タ
ミ ク トセ リ ア ナ イ トお よ び 本 連 晶 を 有 す る(
Matsumoto　 and　 Sakamoto,　 1982).
本 連 晶 は 肉 眼 的 に は 暗 赤 色 一 赤 褐 色 の ザ ク
ロ 石 と 灰 白 色 の 石 英 が 約 数mmの 幅 で 指 交 状 に
発 達 す る.稀 に 斜 長 石 も 出 現 す る が,そ れ ら
の 多 く は 自 形 結 晶 で は な く,ザ ク ロ 石 の 結 晶
縁 に 沿 っ て 狭 長 な 不 定 形 を 呈 し て 発 達 す る.
な お,本 連 最 中 に カ リ 長 石,雲 母 類,　 Fe-Ti
酸 化 物 は 見 ら れ な い.
主 要 鉱 物 の 化 学 的 特 徴 は 以 下 の 通 り で あ る.
ザ ク ロ 石 は 石 英,斜 長 石 と 接 す る 縁 辺 部 に お
い てCaが 少 な く,中 心 部 に お い て 多 く な る.
こ れ に 対 し てFe,　 Mn,　 Mgは 逆 の 分 布 を 示 す が
そ れ ぞ れ の 変 化 傾 向 はCaの 場 合 ほ ど 顕 著 で は
な い.代 表 的 な 組 成 は 縁 辺 部 に お い てAlm72.
4PYr6.。Gros14.1Spes7.5,中心 部 に お い て は
Alm,1.2Pyr5.sGros16.iSpes7.2であ る 斜 長
石 は 弱 い 逆 累 帯 構 造 を 呈 し,中 心 部 で はAn組
成 は22.3,ザ ク ロ 石 と の 接 触 部 で は23.6-23.
8を 示 す.　 Or組 成 は い ず れ も2.8以 下 で あ る
以 上 述 べ た 構 成 鉱 物 の 種 類,組 織 お よ び 化
学 組 成 か ら 考 え て 本 連 晶 は 明 ら か に 珪 長 質 マ
グ マ か らnear-liquidus条件 で 晶 出 し た も の
で あ り,ま た　 Fe-Ti酸 化 物 が 見 ら れ な い こ と
を 勘 案 す る と 恐 ら く はf。2の 低 い 還 元 状 態 で
の 晶 出 を 示 唆 す る ら し い.こ の こ と は 本 岩 脈
貫 入 時(9ueen　 Maud　 変 動 時)の テ ク ト ニ ク ス
を 理 解 す る 上 で 興 味 あ る こ と で あ る.
難 灘鷲 冑'璽 灘難灘'壕
Nes6ya窪 石 英 一 ザ ク ロ 石 連 晶
(ス ケ ー ル はlcm刻 み)
一12一
11
東 クイ ン モ ー ドラ ン ドの 原生 代 末期 マ フィ ッ ク岩脈 につ い て
白石 和行(極 地研)、
矢内桂三(極 地研)
蟹 沢 聡 史 ・石 川賢 一(東 北 大 ・教 養)、 広 井 美邦(千 葉 大 ・理)
東 クイ ン モ ー ドラ ン ドで は変 成 岩類 を貫 くマ フィ ッ ク岩脈 が しば しば見 出 され る 。 これ らの 岩脈 は層
位 学 的 な マ ーカ ーと して利 用 す る こ とが で き る。 ま た、 そ の地 球化 学 的 性質 は、 当時 の テ ク トニ ク ス場
の推 定 に も有 用 で あ ろ う。図1に 野 外 の産 状 か ら推 定 され る、 岩脈 の 貫入 時 期 と周 囲 の変 成 岩 の 変 形 史
、変 成 史 との 関 係 を模 式的 に示 した。
東 ク イ ンモ ー ドラン ドの マ フィ ック 岩脈 は 、 多か れ 少な か れ古 生 代初 期 と思わ れ る変 成 作 用 を こ うむ
って お り、 南極 横 断 山脈 や 西 ク イン モ ー ドラ ン ド地 域 の フェ ラ ー玄武 岩 相 当 の 中生代 マ フィ ック 岩 脈 の
仲 間 と は明 らか に区 別 され る 。 しか し、 変 成作 用 をこ うむ っ てい な い 玄武 岩 がモ レー ンか ら しば しば見
出され て い る。　 Suite　 IIやIII　 に属 す る 岩脈 は地域 によ って 特 徴的 な 岩相 を示 す。 リュ ツ オホ ル ム岩
体 の プ リン スオ ラ フ海 岸 で は、 古 生代 初 期 と考 え られ て い る花 嵐 岩や ペ グ マ タイ トによ っ て、 様 々な 程
度 に熱 変 成作 用 を受 けた 非 アル カ リ質 玄武 岩 ～ 安 山岩 の 岩脈 が み られ る が、 や ま とベル ジ カ岩 体 で は稀
で ある 。 しか し、 こ こで は周 囲 の変 成 岩 と 同程度 の 変 成作 用 を受 けた アル カ リ(特 にカ リウム)に 富 む
塩 基 性 岩 が多 い 。一 方、 セ ール ロ ンダ ーネ 山地 で は、 、 古生 代初 期 に熱 変 成 作用 を受 け た非 アル カ リ質
の玄 武岩 ～ 安 山岩 が岩脈 群 を構成 す る 。 表1に 新 た に求 め たK-Ar全 岩 年 代 測定 の 結果 を示 す。 今 回 、
これ らの マ フィ ッ ク岩脈 を中心 に、 主成 分 、微 量 成 分分 析 をお こな って い る ので 、 主要 変 成 作 用 終 了 後
の こ の地 域 の火 成 活動 の 性質 を考 察す る。 表2に 試料 の概 要 を示す。 参 考 のた め に 中央 ク イ ン モ ー ド

















84010201TtOngulIs. 0.488 80.0 0.89 138.1+6.9
★　:　boulder　 from　 moraine.
Decay　 constants　 are　 after　 Steiger　 and　 JUger　 (1977).
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諏訪 兼位 ・榎 並 正樹(名 人 ・媛)
(1)西/ソ グ1レ 島 のヤ 央 」・綾 の西 側 に 、分布 す
石 鵤 筋 肖涼 疹 わ 師 鵠 レ ン ズ 珍,老
夕tを噸 一く 石 灰 唆A・ プ マ タ イ ト な ど に.塩 素
tて.壱ち1ノ・e.,,.一角eξ1石((1.(Z:3.2ワwt.%)ヤ ぐ蒋 婬
行.物 詳 細 」近 く 駒 行 れ かMin-
eral・sical　 M・sa・ine諦V・|・引 いqg7
ヘ へ
昇 に 自)に 記述 戯 し7い る ・
(2)赫 に畠か(い 鯛 加veat髪 境 ・ま.沢
の2フ に芥別 で中・る ・
A理 ・天修 し:養す 」もの.こ れぽ高産 唆
成 作 爾 ヒ愛盛K関 連 す る。すな わち,
角閃 名相 下 」ゾ ゲ ラニ ュ ライ トlept!b
威 のlhA後 変 オ文名,ゲ ラニ ュラ イ(4)A型za虚 ・素Lこ 畠ひCa－ 角閃 石 の,K/(N久
ト,チ マ ー ノヅク劣,ス カ1レン全払抹 †K)t6は0.6～0・qぢ ブあb。 一方16型
毎 どに彦 歩1「 参 。 の煽素 に畠 ひCa－ 角閃 石a－ く/(Na+K)
修理 ・ラ毎井底 に産 す さもの.こ れは 海井
底喪 成作 爾 と藪 毒((関 連 す る 。 すσ
わtラ1中 央 海嶺 周辺.o変 成 玄武 劣 、
変成斑 ルい%,変 成超 マ フ ィッ ク劣
な ど'【:彦臥 す う 。
(3)塩 素 に 畠 ひ(沐 一角 関 石 ほ,A型 も9型 も
と 毛 にP知 よ う な 特 徴2も,Zいb.全
、鉄 をFeOと レ,0=2う ゴ 計 算 レ 巨 湯 谷,
(Na+K)の 血豆弔ぐ0.曾 を越 え 多 こ と ヤ・ご77く 、
ぽ ン'(F♂+M6・Mn)P6v〈o・75Aリ 商 ζ,
A2.「v　(4iSentaAの 直 バLqを 超 え る 。3
τく孝4立 胞 の{本 籟 ヤぐ末5い(塩 素 【(kSv-(ム ー
む
角pA石:q4・3.5～94ム.9A3;塩素(二 く乏 し いC久む
一 触 拓 ・41Lぢ ～q22.6A3)。
こ φ 特 徴 ほ,次 ♂ よ う に 説 明 ぞ き る ・
C見一(1.81A){二 」 誇OH-(1.37A)th霊粂
三 疹.易 に7B仁 あ に,角 閃 影ckain/全 体,
す な わ ち9↓04四 面 体(Tgiてe),や 六 面 体
(Msi　 te)ヵ く膨 張 す 》 こ とが 朝 時 さ 叫ん 》 ・む む
Tsitei'Aμ ラ+(D.ろ9A)t・=るSル4†(0.2もA)
め 遺 棄 が 庭 じ オ奴 ゴ,電 荷 の パ ラ ソ ス を 保 つ
仁 肋K,ハsi†eに ハノひ†(1.3・ イA))やK+(上64む む
A)カ くば い リI　 M・i　te　t・tコF23t(o.64ケA)
ヤぐは い る 。 こAほP＼,　 Msけeご は,fもit
(・.78A)〔 ・晶M曾2+(σ7・A)礪 蜘 ミ
示 こ 湯 。
比tJ　O.oζ～0.ケ であ ら。
こaこ とtgr　,　B型o海 洋底o名 石(塩 基
・性三7」い し超 塩 基1「生名)　ta　KzO量vぐ,一 般 に
嘉 し乙低 い ことψ,塩 素 に傷む&λ 一角閑石
の形 式 。㍉ 海 ・畑 塩 か濃 度 に追 い流 体 に」
み,ラ海幸底 変 成 作 用 と曇嘉 に関連 しZい 吾
τてあ τ'あ う ク 。
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繭 極 ク イーンモードラン陳 評硬 威名蜘 繊s・ 鰭 年代(2)
天 文 官 治 と1レ ン ドホ'-7ス ヘ ワ タ 一
中島 蔭 ・柴 田 賓c地 質調 査 所)
白石 和行 ・本吉 芹 一(極 地研)・ 広井実坪(千 葉大・理)
f>Stlbgera　 er　at.　(t986)　 17　 フ ィ ー ン そ 一 ド う050a狭い 葦そ囲 に 」累 ま 。?あ り.別 才羊 の 系旦令
ンFggii　 a文 成 宕 麹 ・ne-∫ ・全 岩#sXを プ わ せ ・・ よ3ア イ ソ フDン ・ 可 能 卜lt残 ・?・ ・
リ ン ス オ ラ フ 海 岸 ・から ヤ1と 山 脈I　 Z'a問 ・
教 施 互 τii2めr2。 そa結 果 σ 太 き　(　 7coMa
前 後 と　〃oo舩 前1気 ・・ 尺 別 γ33。 そA後 筆 者
ラ σ.プ リ ン ス オ ラ フ 海 岸 ・・ 天 文`6;1,と リ
ュ 。 ツ ォ ホ1・ ム 湾mtレ ン ド ホ ー フ ス へ ・ タ ・
2兜 互t:つ い2　 Rb-Srノ 全・岩 耳 穴2測 定L?
きrc.　 三81定 σ 規 石f継 続 守?'
に σi。2・ 一 ノ ・…,規 蒔 直Z'得S}・2V3
結 果 をA,回 報 舌 可3.t"S'r/SCS・同 位 体 叱 測 定
と 同 位 体 希 釈 法t・)3Rb.s・A定 量 分 ・.Viσ
地 鳴 調 査 所a　 M:cze)"`ωi54Eを 用 し,2行7・ 「㍉
〆ア イ ソ クOン`7Yb rvk('966)八 景'1・ 二L棄 三宏1:よ り
幸　y,　rz　.　 Rb　・,嫁 変 宣 教1?'42・/0ツyω ・ を 用
い 「二.,
い)天 文 お 岩
ir・'最 経 籍 論 比 較 りフ 直 線 上 にa'1
角 閃 石 里1蒙 母 片 麻 岩 芝 中 ・じ1:7個t・ 試 料`:守v2'o最t古 いtaτiP,3
つ い2別 定 を 行f〆 、 た 。 そ の 牛2',白 石tiカ ・
(t99S埣 ∫・・… ∫'1・aa't/9)に ょ フ ミ グ マ タ イ ト 質 構 成 」O・r:jt;石 に7し'17
角 閃 石 星 雲di片 麻 岩(Mbk)　 と さ4し マ ・・351固 　 ps温 石c7い う 可 能 十王P・'あ3・
の う54{固P・78c・ ±7cルta,sフ ∫r/P`∫rネ 刀圭SE
o7046ヨ;t3ヲ 　thア イ ソ フDン を 形)戎 了3(図1)。(等1椙直?7S・/su∫f初 生値 函書契葺oい ずkも2σ)
しP、 し 各 フー {⊃ ッ ト　 ITし ・1'キ 人tF、Rb/S`Sf=0,'5・v'
?C・a・…f・・ζ・咋 ・礪 ・・n
い・1))し ン ドtT－ フ ス へ っ?
γ ラ ニxラi,F相 ・ 文 成 岩5試 料tl　 っ ・・2
ヲ則 定2行 ツ.1三 。 結 果 を 函21:示 ・可.!全 体 と
L?　 tlか ・∫ り1丁 ら っi,起 源m黒 「23{ah・'
行 在13石 」有El卜王P・'Nき し・。5.をaうち3互 ・丁
30:乙o±470Ma,97Sr/?6Sy
矛刀 生 値0.70∫/ム 丈4.4mア イ ソ7ロ ン 炉 ひ ・T3、
こ　th　ア イ ソ70ン 　 tl　 97S'r/VtSt　 値aき も7ご.
2高 い 一3VNePl(RH〃3-29,優 白 石 片 麻 岩)に よ
・2N?(規 定?+・7パ}.モ デ ・レ 恥 桂 推
定 し?　 {　ii　ti'同1ネa弄 代{直 川 辱 らk3。
こa耳 穴1丁 南 極 天 産2'こ れ1τ 報 告 さ 杁
2い3寸 言 主 ～ヤa基 盤 岩(ナ ヒ゜ ア 岩 体 ワ ヒ)eそ
kにliiぽ 等 し(昭 和 基re周 辺 τ 報 音?れ 「て
、 暗 算o基 地 周 辺 ・r
{、7◎ott'/ム 　r　/'Ooん'久 　di愛 すヵ・2一ずち成 あ3い1丁 再
館 主 代 の 基 盤 名
〔ヨ1'天 文 台 港 図2,レ ンド,T－ フ ス ヘ フ ア
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名 四崇矢(秒 地所),霧 筋」多一(砂 尾祈)
紘 固態知(繰1()
っ れ 穿 τ 、 動 パ 彩1タ.ノ ト1脅 け が 多　L　zaク「　 (4)Az-ueax,z,titし一 ン,島 嗣 ζ7可読 唯 磁 幼、
,lj↓ ツズT,・ ・of-2il1/6饒 勘 ・躍 動 そ魂 獅 ・or.・48Slb.ケ ・綱 確 れ て
琴 ・ ラ ン グ!rゲ デ 健 威 刃 ひり内 暖 や 手 とム 鰍P　 ;Qtらe'vpfOfraう 露 樗,碁 草 戸 よ り7v-Anヲ;}'
h'・,4,犯 働 労 働 の庫 或 力t試 計 弓 イし,=a・ 奇 功、。 晦 伐 的e,¢ 分 乙蛇 形 縛 特 徴 か・矛 値7rC4n
野 ボ の 国eSb?tN4'tlび1硯 左 方/ゲ 、1励 島 だ 万9rip・,fセ!降 鋒 弐r期 ～線 兼 割 りft)k「 弓
バk小 一些 パ 胞 、吻 ・ 廊 匪後 恥 ・z 、 ロ 万 －Lグ/タ ㌧1・7h・h
コ
e-,レ02グ ー軸 槻 域 舳 姻 ～♂伽'Z・tf・ ・一・ ・,'5・b・・iiA'瀕,ヒ ・・咤 榊'
訥 萱 が店レん で'7,Nリ,ベ ースマ"1プt与5飽 酌 赤赤|2よ3キ ハ ヒm},直vaビ 弓6、。
の4で成 か'ts/れ 存 わ と.直 ちP鰐 めら れOlう.(2)尾 燈 ・,擁1例1の 概 行糎 形 成・した≠同
年 齢 し,7ic成 堆積 幼a堆 積 を 右t>ら しr=≠ 所
!芥 ドラ イ・"レ ー嫡 ・禰 羅 綾 槌 露 岩 酬 副 継 一統 楊 か 、多鋤 け 賜
鷺芸秘 競 輪讐 耀㌶筆者篇1㍗ 』㌫ ∫㌶2三 ㌫ あ多,,σそれ
avaqk・(T-・.・ 〃・、,・ ・ ・…ad・,細 蟹 砺 酵 相 恒 瞬 刻 ・ゆ ・騙 れ働P,
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南 極 に お け る 環 境 放 射 能
(日 本 分 析 セ)橋 本 丈 夫 、 池 内 嘉 宏 、 森 本 隆 夫 、 吉 清 水 克 己 、 鳥 居 鉄 也
(金 沢 大LLRL)小 村 和 久
1.緒 言 南 極 に お け る 環 境 放 射 能 レ ベ ル を 把 握 す る た め 、1984-1987年 の 夏 季3シ ー
ズ ン に 南 部 ビ ク ト リ ア ラ ン ドの ド ラ イ バ レ ー 地 域(Fig.1)で 、1985-1986年 の 夏 季 シ ー ズ
ン に 昭 和 基 地 周 辺 で 環 境 試 料 を 採 取 し 、 こ れ ら 試 料 中 の 人 工 放 射 性 核 種(90Sr,137Cs,
z38'239'24°Pu),(TableDの 分 析 を 行 っ た 。 採 取 し た 試 料 は 土 壌,海 水,湖 水,藻 類,
苔 類,魚 類(mawsonii)の 内 臓,ペ ン ギ ン の 排 泄 物 で あ る 。 な お 空 間 線 量 に つ い て も 、 ド ラ
イ バ レ ー 地 域 に お い て1984-1985年 の 夏 季 シ ー ズ ン に 測 定 を 行 っ た 。
2.分 析 方 法 ド ラ イ バ レ ー 地 域 の 海 水 及
び 湖 水 に つ い て は 、 現 地 で 試 料1000eを フ ェ
ロ シ ア ン 化 コ バ ル ト ・ カ リ ウ ム 塩 と 二 酸 化 マ
ン ガ ン を 固 定 し た ア ク リ ル 繊 維 充 填 カ ラ ム に
通 過 さ せ 、137Cs等 を 捕 棄 し た 。 ま た 別 の
10002か ら 水 酸 化 鉄 共 沈 法 に よ りPu等 を 捕 集
し た 。 持 ち 帰 っ た ア ク リ ル 繊 維 と 水 酸 化 鉄 の
沈 殿 物 は 、 灰 化 等 の 処 理 を 行 っ た 後 、 各 々 に
つ い てGe半 導 体 検 出 器 に よ り γ 線 ス ペ ク ト ロ
メ ト リ を 行 っ た 。 水 酸 化 鉄 の 沈 殿 物 は さ ら に
Puの 放 射 化 学 分 析 を 行 っ た 。 こ の 他 に 試 料 水
100eを 持 ち 帰 り 、9°Srの 放 射 化 学 分 析 を 行
っ た 。 昭 和 基 地 周 辺 で 採 取 さ れ た 水 試 料
1002に つ い て13?Csは γ 線 ス ペ ク ト ロ メ ト
リ に よ り 、9°Sr,Puは 放 射 化 学 分 析 に よ り 定
量 を 行 っ た 。





































土 壌 に つ い て は 乾 土 を 、 藻 類,苔 類,魚 類(mawsonii)の 内 臓,ペ ン ギ ン の 排 泄 物 に つ い
て は 灰 化 物 をGe半 導 体 検 出 器 に よ り 測 定 し た の ち 、9°SrとPuの 放 射 化 学 分 析 を 行 っ た 。
空 間 線 量 はTLD(熱 ル ミ ネ ッ セ ン ス 線 量 計)及 びNal(Tl)サ ー ベ イ メ ー タ を 用 い て
オ ブ ザ ベ ー シ ョ ン ・ ヒ ル,ス コ ッ ト基 地,バ ン ダ 基 地 及 び バ ン ダ 湖 西 岸 の4地 点 で 測 定 を
行 っ た 。
3. 結 果 分 析 を 行 っ た 試 料 は 土 壌25, 苔 類 4, 藻 類11, 海水 2,湖水 3,魚 類 の内臓
、
??
2,ペ ン ギ ン の 排 泄 物1の 計48試 料 で あ る 。
基 地 周 辺 の 結 果 をTable　 3に 示 す 。
ド ラ イ バ レ ー 地 域 の 結 果 をTable 昭和
Table　 2Envi-tal　 radioactivity　 at　Ross　 lsland　 and　Dry　Valleys　 in　Antarctica.
Unit　 :　Soil　(pCi/㎏ －dry),　Algae,bOss(pCi/㎏ －dアy),栂ater(pCi/1㎜ の,Excreta,Viscera(pCi/kg-fresh)
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Soil South　 Fork

















































































































































































































*　 :　ZZNa　 "as　detected　 (　650±23　 pCi/㎏ －dry)
Table　 3　Envi㎜tal　 radioactivity　 around　 Syo"a　 Station　 in　Antarctica.
Unit　:　Soi1　(pCi/㎏ －dry).目oss(pCi/㎏ －dry)、　dater(pCi/1㎜ の
Sa■Ple Sa町)1ing　 location Sarpling　 date




















































海 水 中 の137Cs濃 度 は2～12pCi/1000eで 、H本 に お け る 濃 度 の1/50～1/10で あ り 、 湖
水 中 の137Csは2～6pCi/1000eで 、 日 本 に お け る 濃 度 の1/5～1/2で あ っ た 。
9°Sr濃 度 は、 ロ ス 海 の 海 水 で は9pCi/1000eで 日 本 に お け る 濃 度 の1/10で で あ っ た が 、 昭
和 基 地 周 辺 の ル ン ド ボ ー グ ス ヘ ッ タ の 湖 水 は96pCi/10002で 、 日 本 と 同 じ 値 で あ っ た 。
ま た 、239+24°Pu濃 度 は ド ラ イ バ レ ー 地 域 で 約0.1pCi/1000¢ で あ り 、 昭 和 基 地 周 辺 の ル
ン ド ボ ー グ ス ヘ ッ タ の 湖 水 は0.6pCi/10002で 、 日 本 お け る 濃 度 と ほ ぼ 同 じ 値 で あ っ た 。
土 壌 中 の9°Srは3　 ～100pCi/kg-dry　で 、 日 本 に お け る 濃 度 の1/50～1で あ り 、137Cs濃
度 は30～500pCi/kg-dryで 、 日 本 に お け る 濃 度 の1/20～1/10で あ る 。238Pu及 び
z39+240Pu濃 度 は、 各 々0.2～2pCi/kg-dry及 び0.1～10pCi/kg-dryで あ っ た 。
こ れ ら の 測 定 値 か ら 求 め たz38Pu/239'24°Puの 値 は0.2で 、 日 本 に お け る 値 と 比 較 す る と
10倍 高 い 値 で あ る 。 こ れ は1964年 のSNAP-9A衛星 の 落 下 事 故 に よ る 影 響 が 残 っ て い る こ と
を 示 し て い る 。
藻 類 及 び 苔 類 中 の9°Srの 濃 度 は10～200pCi/kg-dry,137Cs濃 度 は130～950pCi/kg-dry,
z38Pu濃 度 は0.4～4pCi/kg-dry,z39'24°Pu濃 度 は0.2～25pCi/kg-dryで あ っ た 。
z38Pu/z39÷24°Puの 値 は0 .2で 、 土 壌 と 同 様 に 日 本 よ り 高 い 傾 向 で あ っ た 。
魚 類(mawsonii)内 臓 中 の9°Sr濃 度 は0.2pCi/kg-fresh,　137Cs濃 度 は1　 ～2pCi/kg-fresh
で あ り 、　 Puは 検 出 限 界 以 下 で あ っ た 。
ペ ン ギ ン の 排 出 物 中 の9°Sr濃 度 は160pCi/kg-dry,　137Cs濃 度 は120pCi/kg-dry,
23aPu濃 度 は　 1pCi/kg-dry,　 z39+z40Pu　 濃 度 は　 6pCi/kg-dryであ っ た 。
z3BPu/z39+24°Puの 値 は0 .2で あ り 、 土 壌 と 同 様 に 日 本 よ り 高 い 傾 向 で あ っ た 。
空 間 線 量 率 はTLDで7～13μR/h,サ ー ベ イ メ ー タ で4～21μR/hで あ り 、 日 本 に お け
る 空 間 線 量 率6～12μR/hl)　 と ほ ぼ 同 じ 値 で あ っ た 。
4.考 察 ド ラ イ バ レ ー 地 域 と 昭 和 基 地 と は 南 極 大 陸 で 地 理 的 に 相 対 す る 位 置 に あ り 、
遠 く 離 れ て い る が 、 本 調 査 で は 、 二 つ の 地 域 間 に お い て 放 射 能 濃 度 に 大 き な 差 は 認 め ら れ
な か っ た 。
水 試 料 の 中 で ル ン ド ボ ー グ ス ヘ ッ タ の 湖 水 が90Sr,137Cs,Pu共に 他 の 水 試 料 よ り も 高 濃
度 で あ る の は 、 蒸 発 濃 縮 作 用 に よ る も の で あ る と 考 え ら れ る 。 ま たgeSrが137Cs等 よ り も
高 濃 度 で あ る の は 、 ス ト ロ ン チ ウ ム が セ シ ウ ム よ り も 土 壌 に 吸 着 し に く い の で 、 湖 水 へ 流
入 水 か ら の 供 給 が 多 か っ た た め と 考 え ら れ る 。
藻 類 は3年 続 け て カ ノ ー パ ス 湖 で 調 査 し た が 、 年 変 動 は ほ と ん ど 無 く、 こ れ は 最 近 多 量
の フ ォ ー ル ア ウ トが ほ と ん ど 無 か っ た こ と を 意 味 し て い る も の と 考 え ら れ る 。
多 く の 環 境 試 料 で 放 射 能 濃 度 が 低 い 南 極 に お い て 、 ペ ン ギ ン の 排 泄 物,藻 苔 類 等 で 放 射
能 濃 度 の 高 い 試 料 が 見 出 さ れ た 。 今 後 、 南 極 圏 の 生 態 系 に お け る 放 射 性 核 種 の 挙 動 等 に つ
い て 調 査 す る こ と で 、 興 味 あ る 結 果 が 得 ら れ る こ と で あ ろ う 。
1)　 K.FUJITAKA,　 S.ABE　 and　 K.FUJIMOTO:J.　Nuc.　 Sci.　 Tech.,19(1982)656-662.
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日 本 の 南 極 基 地 周 辺 に お け る 重 力 マ ッ ピ ン グ
東京大学海洋研究所:福 田洋一 ・瀬川爾朗 国立極地研究所:神 沼克伊
日 本 の 南 極 基 地 周 辺 の,南 緯60° ～80°,
東 経20° ～50° の 範 囲 に つ い て,新 た に 重 力
デ ー タ の コ ン パ イ ル を 行 い,フ リ ー エ ア ー 異
常 図 お よ び ブ ー ゲ ー 異 常 図 を 作 成 し た.さ ら
に,得 ら れ た 重 力 異 常 図 か ら,同 地 域 の 地 殻
構 造,ア イ ソ ス タ シ ー に つ い て 言 及 す る.
は じ め に
南 極 周 辺 の フ リ ー エ ア ー 重 力 異 常 図 と し て
SEGAWA　 et　 a1.[1]は,現 在 最 も 詳 し い も の の
1つ で あ る.同 図 で は,人 工 衛 星 ア ル テ ィ メ
一 夕 ー に よ る 海 面 高 デ ー タ を 全 面 的 に 利 用 す
る こ と に よ り,海 域 で の,精 度 を 著 し く 向 上
さ せ て い る.し か し な が ら,大 陸 周 辺 の 沿 岸
域 に つ い て は,海 面 高 デ ー タ に 海 氷 の 影 響 が
ノ イ ズ と し て 入 り 込 む こ と や,海 上 重 力 の 測
定 密 度 が 充 分 で な か っ た こ と も あ り,精 度 的
に 劣 っ て い た こ と も 否 定 で き な い.一 方,
日 本 の 南 極 基 地 周 辺 の 海 上 重 力 測 定 は,近 年
は,毎 年 実 施 さ れ る よ う に な り,年 々,貴 重
な デ ー タ が 蓄 積 さ れ つ つ あ る.特 に,　 JARE27
,28で は,あ す か 基 地 の 開 設 に 伴 い,"し ら
せ"が,ブ ラ イ ド湾 ～ 昭 和 基 地 間 の 比 較 的 大
陸 に 近 い 地 域 を 航 行 し た こ と も あ り,人 工 衛
星 ア ル テ ィ メ 一 夕 ー で は 得 ら れ な か っ た,沿
岸 地 域 の 重 力 デ ー タ を 取 得 す る こ と が 出 来 た.
そ こ で,本 研 究 で は,比 較 的,海 上 重 力 測
定 デ ー タ の 整 っ た,日 本 の 南 極 基 地 周 辺 に 地
域 を 限 定 し,海 上 重 力 測 定 デ ー タ を 元 に,海
面 高 重 力 デ ー タ を 修 正 す る と い う 方 針 で,内
部 的 に 矛 盾 の 生 じ な い よ う に 重 力 マ ッ ピ ン グ
を 行 っ た.な お,陸 上 の 重 力 デ ー タ に つ い て
は,基 本 的 に は,[1]と 同 様 の デ ー タ を 使 用
し た が,若 干 の 不 整 合 な デ ー タ に つ い て,取
捨 選 択 を 行 っ た.
フ リ ー エ ア ー 異 常 図 の 作 成
重 力 デ ー タ の 編 集 の 手 順 は,ほ ぼ 次 の 通 り
で あ る.
1.マ ッ ピ ン グ の 地 域 を 海 洋 域(0)と 沿 岸
を 含 む 大 陸 域(C)に 分 割 し,0で は,
海 面 高 重 力 を,Cで は,海 上 重 力 測 定 お
よ び 陸 上 重 力 測 定 デ ー タ を 使 用 す る.な
お,OとCは,オ ー バ ー ラ ッ プ さ せ る.
2.0で は,海 面 高 重 力 と 海 上 重 力 測 定 デ ー
タ の 比 較 か ら,海 面 高 重 力 デ ー タ に 含 ま
れ る 長 波 長 の ト レ ン ド を 補 正 す る.
3.Cで は,海 上 重 力 測 定 デ ー タ と 陸 上 重 力
測 定 デ ー タ か ら2次 元 曲 面 フ ィ ッ テ ィ ン
グ を 使 用 し て,海 面 高 重 力 と 同 じ 間 隔 の
10'x10'の 格 子 上 の デ ー タ を 計 算 す る.
4.OとCの オ ー バ ー ラ ッ プ し た 地 域 で は,
重 み を 変 化 さ せ な が ら,加 重 平 均 を 取 る
こ と で,両 者 の デ ー タ を ス ム ー ズ に 結 合
す る.
得 ら れ た フ リ ー エ ア ー 異 常 図 を 図1に 示 す.
[1]と の 違 い は,大 陸 の 沿 岸 部 で 最 も 大 き く,
図1で は,大 陸 か ら 海 洋 に か け て の 連 続 し た
構 造 が 良 く 現 れ て い る.
地殻 構造 と アイ ソス タシー
次 に,上 述 の フ リ ー エ ア ー 異 常 と 氷 床 の 厚
さ を 含 む 地 形 デ ー タ か ら,同 地 域 の ブ ー ゲ ー
異 常 を 計 算 し た.た だ し,ブ ー ゲ ー 補 正 と し
て は,地 殻,海 水,お よ び 氷 の 密 度 を,そ れ
ぞ れ2.67,1.03お よ び0.90g/crn3と 仮 定 し,
1次 元 の 補 正 を 行 っ た.更 に,得 ら れ た ブ ー
ゲ ー 異 常 の 原 因 が,す べ て 地 殻 と マ ン ト ル の
境 界 に あ る と 仮 定 し,そ こ で の 密 度 差 を0.63
g/cm3　 と し てsin/x法 で 地 殻 の 厚 さ を 推
定 し た(図2).
一 方,エ ア リ ー 流 の ア イ ソ ス タ シ ー が,モ
ホ 面 を 補 償 面 と し て 完 全 に 成 り 立 つ と 仮 定 す
る と,氷 床 の 厚 さ を 含 め た 地 形 デ ー タ だ け か
ら モ ホ 面 の 形 状 を 推 定 す る こ と が で き る(図
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図1.フ リ ー エ ア ー 異 常 図.
コ ン タ ー 間 隔20mga1.














図2.ブ ー ゲ ー 異 常 か ら 求 め た
地 殻 の 相 対 的 な 厚 さ.
コ ン タ ー 間 隔1km.
図3.ア イ ソ ス タ シ ー が 成 り 立 つ と し て
求 め た 地 殻 の 相 対 的 な 厚 さ.
コ ン タ ー 間 隔　 lkm.
2).こ の よ う に し て 求 め た 地 殻 の 厚 さ(図
2)と ブ ー ゲ ー 異 常 か ら 求 め た そ れ(図1)
と を 比 較 す る と,両 者 は,か な り 良 く 一 致 し
て い る こ と が わ か る.こ の こ と は.一 般 的 な
傾 向 と し て,こ の 地 域 で ア イ ソ ス タ シ ー が 良
く 成 り 立 っ て い る こ と を 示 し て い る.な お,
両 者 の 差(一 種 の ア イ ソ ス タ シ ー 異 常)は,
当 然 の こ と で あ る が,形 状 的 に は,フ リ ー エ
ア ー 異 常 に よ く 似 て お り,比 較 的 ロ ー カ ル な
地 質 構 造 等 を 反 映 し た も の と 考 え ら れ る.
次 に,地 殻 の 絶 対 的 な 厚 さ に つ い て で あ る
が,上 述 の 方 法 は,い ず れ も,モ ホ 面 の 相 対
的 な 形 状 を 与 え る だ け で,絶 対 的 な 厚 さ を 求
め る た め に は,な ん ら か の 仮 定 が 必 要 で あ る.
そ こ で,海 洋 で の 平 均 的 な 地 殻 の 厚 さ を10km
と 仮 定 す る と,大 陸 内 部 で の 厚 さ は,お よ そ
30kmと な る.こ の 値 は,人 工 地 震 の 解 析 か ら
得 ら れ た 結 果[2]に 比 べ,10kmほ ど 浅 く な っ
て い る.こ の 原 因 に つ い て は,必 ず し も 明 か
で な い が,一 つ に は,地 殻 と マ ン ト ル の 仮 定
密 度 の 不 確 さ が 考 え ら れ る.実 際,そ の 当 否
は 別 と し て,マ ン トル と 地 殻 と の 平 均 密 度 差
を0.4g/cm3と 仮 定 す る と こ の 食 い 違 い は ほ と
ん ど な く な る こ と が わ か っ て い る.
麗
[1]　 SEGAWA　 et　 al・:Spec.　 卜1ap　Series　 of
National　 lnstitu七e　 of　 Polar　 Reserch,
Japan,No.3,(1984).
[2]IKA卜11　 et　 al.:　 Mem.　 Nat1.　 lnst.　 Polar
Res.,　 Ser.　 C,　 」」Σ,(1984),19-28.
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南 極 昭 和 基 地 周 辺 地 域 の 地 震 に お け る
地 震 波 テ レ メ ー タ 観 測
赤松純平 ・吉川宗治(京 都大学 ・防災研究所)・ 神沼克伊(国 立極地研究所)
1.目 的:南 極大陸の地震活動 は古 くて新 しい問題である.昭 和基地は リュツ ォ ・ホルム湾東 オングル島にある.
オングル諸島を含め大陸露岩地域の基盤岩(リ1ツ ォ ・ホル ム岩体 〉は後期原生代のものとされている.人 工地
震で得 られている地表附近のP波 速度は6　km/secで ある.こ の ような典型的な盾状地 における地震波伝播特性
(特 に散乱減衰)の 研究.周 辺地域で発生 している構造性地震の観測を 主な目的と して基地 と大陸露岩での3点
3成 分観測を計画した.
2.方 法:昭 和基地地震計室,大 陸露岩のとっつ
き岬とラングホブデの3地 点に3成 分地震 計を
置き,　PCMテ レメータで送信 して,イ ベン トト
リガー方式で アナログ磁気記録を得る.総 合感
度は1～30Hzで4　 v/mkine　,　ダイナミックレン
ジは60dbで あ る.送 信機の電源は太陽電池 シス
テムを利用 するほか,バ ッテリーも並用 してい
る.島 内での予備観測(3月)で 装置の調整を行
い,と っつき岬 は5月 末,ラ ングホブ デは7月
末 から記録を得ている.
3.記 録例:6月10日19時35分 頃 にP-S≒20秒
の近地地震が観測された.こ の地震は基地,と
っつき岬の2点 で記録されてお り,震 源域は基
地の北東160kmの 大 陸沿岸部である.こ のよう
な種類の地震は1987年2月 ～4月 の間他にも10
例見つかっている.マ ラジ ョージナや基地(昭
和基地の北東約300km)周 辺の レイナー岩体 は
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西南 極 ア ム ンゼ ン海 の地 質 調 査 につ い て (1)




昭和62年1月8日 から1月31日 の24日 間,「 白嶺丸」(金 属鉱業事業団所属,1822t)に よ り100°W～140`W,60°Sと 南極大陸
で囲 まれ る海域(ア ムンゼン海)で 海底地質調査を行った。本調査 は通産省の委託によ り石油公団が実施 したものである。
調査の 目的は同海域 に存在が予想 され る堆積盆地のおおよその性状を知 ることにある。主 な調査項 目は、反射法地震探査
7測 線2655km,屈 折法地震探査9点,重 力探査 調査期間中連続,磁 気探査11232km,地 殻熱流量測定9点,海 底試料採
取10点 等 である。
Fig.1に 測線、講 演(2)のFig.1に 測点を示す。
調査測線は水ee4000rn～5000mの コンチネ ンタルライズから深海底にかけて展開 した。パ ックアイスのために70°S以南の大





堆積層の厚さは東側 ほど厚 く2-SMGの 東端で約2秒 で、西側 に向か って漸次薄 くな り3-5-SMGの 終 りで約1秒 である。3-SMG
シリーズには数個の海底谷、海 山が現われてい る(Fig.2(a).(b)、 海山の頂部 は平坦ではない)。 基盤か らの反射は比較的
平坦 で西にゆ くに連れて明瞭 にな ってゆ く。海山をはさんで東西で堆積層中の反射パ ター ンが変 ってい るのが分 る(堆 積層
厚 の変化 はほとんどない)。
2)4-SMGシ リーズ.6-SMG
いずれも南北測線 である。4-SMGシ リーズ は110rwに 沿 って おり、南端では基盤 からの反射は明瞭ではないが,堆 積層は2秒
以上 である。4-1-SMGのSP400付 近 に基盤に約0.5秒 の南落ちの落差があ り正 断層であ ろう(Fig.3)。 大陸か ら離れ るに従 って
堆積層はわずかに薄 くなる。4-2-SMGで は基盤の起伏が目立つようになる。
3-SMGシ リーズ で見 られた凹地形と共通 していることは、凹地形の下 に強 い振幅の反射が存在 することであ る(Fi8.2(a),(
b),Fig.3)。 これ らの凹地形は現在の海底谷て あり、海底下の強 い反射 は埋没谷であろ う。この ような反射パ ターンは隣接
するベ リングスハウゼン海 ても見つけ られている。基盤 に近 い堆積層の中に回折波 を伴 った反射パ ターンは3-SMGシ リーズ,
4-SMGシ リーズに現われ る。
6-SMGは12ぴWに 沿 っている。SP800付 近 に約0.5秒 の基盤の南落ちがあ り、これ は海底地形に反映 されている。堆積層厚は
測線中央で約1秒 である。
3)8-・SMG,9-S卜1G.10-SMG
8-SMGは3-SMGシ リーズにつなが る東南東～西北西の測線,10-SMGは8-SMGに つながる測線(地 形的には深海底)、9-SMGは
これらよりも南側の南東 ～北西の測線であ る。
8-SllGel　は当調査海域の測線中景も水深の浅 い海山が存在する(SP2400、 水深 は往復走時で1.7秒 、断面上では幅40km)。 こ
の海 山の西側では堆積の厚 さが薄 く0.5秒前後 にな る。海底地形には小 さな起伏は少ない。
10-SMGで は基盤が海 底に達す ることが多 くな り回折波が 目立ち堆積 は薄 く海底地形は起伏が激 しくなる(Fig.4)。
9-SMGは これら2測 線よ りも大 陸側 にあるが、東側の測線(4-SMGシ リーズ,6-SMG)に 較べ ると堆積は薄い。
4)そ の他のデータ
地殻熱流量はG709で72.3mW/m2と 比較 的高いが、 その他の測点では42～64mW/m2の 値であ る。 これ らの8点 のデータから何
らかの傾向 を見出す ことは難 しい。
重力 フリーエア異常はほぼ負の異常であ る。8-SMGのSP2400付 近の海 山で は100mga1以 上の正の異常となっている。
3.考 察
115°w～125°w,7ぴs付 近に存在する東西方向の海底地形の高ま り(Fig.1)が 、 コンチネンタルライズへの堆積物の供給 の
障害 とな り、測線上の堆積の厚 さの違 いを生 じてい るのかもしれな い。調査海域の北側 にはエル タニン断裂帯 が北西～南東
方 向に延びて いる。当海域 における断裂帯の存在は既 存デー タが乏 しいために確認 されて いないが、太平洋南極海嶺を切 る




















































SMG　:反 射法地震探査 、重磁力探査を同時 に実施 した測線
SB　:屈 折法地震探査
測線に沿 う数字は ショッ ト番号(SP)
水深 はGEBCOの デー タを一 部変更 した もの
斜線部 は南極大陸
Fig.2(a)3-S門Gシ リ ー ズ(3,3-1-SMG)
上 の 数 値 は シ ョ ッ ト番 号 、 左 右 の数 値 は 往 復 走 時
C:海 底 谷,BC:埋 没 谷,D:基 盤 上 の 回 折 波
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3-2-SMG
Fig.2(b)3-S卜1Gシ リ ー ズ(3-1,3-2,3-3,3-4-SMG)
C:海 底 谷,BC:埋 没 谷,D:基 盤 上 の 回 折 波,M海 山









Fig.3　 4-SMGシ リ ー ズ(4,4-1SMC,)
C:海 底 谷,BC:埋 没 谷,D基盤 上の回折波,F断 層
5000450040eo350030eo


































「白嶺丸」によるTH86航 海(西 南極 アムンゼ ン海域地質調査)に おいて、グ ラビテ ィーコアラー及び ピス トンコア ラ
ーを用い、海 底堆積物採取を実施 した。 採取点数 は、グ ラビテ ィーコアが9点(G701～G709)、 ピス トンコアが
1点(PC701)で ある(Fig.1に 採取地点を示す)。 採取地点 は、水深3700m～4800mの海域で、南極大陸
の下部 コンチネ ンタルライズか ら深海平原 に位置 して いる。 採取地点 は、 予め3.5kHZサ ブボ トムプ ロファイ ラーによ
り表層堆積層 の分布状況を調査 し、堆積層 の発達す る部分を選択 した。
従来 の調査で は、グ ラビテ ィーコアラーを用 いた場合の堆積物の回収 量はせ いぜ い1～2m程 度で、回収率 も極めて悪か
った(回 収率が50%に 満 たない場合 も多 い)。 しか し、TH86航 海 では、G702以 降で、 グラビテ ィーコア ラーの
尖頭部か らの水抜けが良 くなるように改良 した ことにより(地 質調査所有田正 史ア ドバイザー考案)、 堆積物 の回収率を格
段に向上 させ ることに成功 した。G702～G709に お け平均回収量は4.65m、 平均 回収率92%で あ った(Max.
5.17m/100%)。 本航海では5m分 のコアバ レル しか用意が無か った為、 これ以上のコアは回収で きなか ったが、
TH87航 海で は、コア ラーにさらに改良を加え8m以 上の コア回収に挑戦する予定で ある。
採取された海底堆積物(コ ア)は 、縦に半割 し、肉眼 による観察 の他、船上において次 の作業を行 った。1)軟X線 写
真撮影2)63μmの メ ッシュを用いた粒度分析(63μm以 上の粗粒物質 の含有量を体積%で 求めた)3)ス ミ
アスライ ドの顕微鏡観察(Fig.2に 作業流れ図を示す)
尚現在、 古地磁気分析、有機物 分析、微化石分析をお こなって いる最中である。









(3880m,390cm)主 に粘土 と石灰質粘土の互層 か ら成 り、上部にマール質軟 泥を挟む。 粘土層全体に極細
粗砂 の薄層を挟み、 しば しば ラミナ構造を呈する。 上部粘土層 には、バ イオタベー ションが見 られ る。
中部及 び下部 にはマ イク ロマ ンガ ンノジュールを多 く含む。
(3710m,495cm)主 に粘土か ら成 り、 中部 に石灰質粘土(40cm)を 挟む。 全体に シル ト～極細粒砂の薄
層を頻繁に挟み、マ イクロマ ンガ ンノジュールを含む。 最上部100cmは 、弱いバイオタベーションが
認め られる。
(4524m,490cm)上 部230cmは 主 に珪質軟泥よ り成 り、最上部 に粘土(40cm)を 挟む。 下部260cm
は粘土及び シル トか ら成 り、マ イク ロマ ンガンノジュールを含 む。 最下部 と最上部には極細粒砂 の薄層
を挟み、 しば しばラ ミナ構造を呈する。 全体に巣穴痕が多 く見 られる。
(4085m,471cm)主 に石灰質粘土、マール質軟泥、 チ ョー ク質軟 泥か ら成 り、下部に シル ト(45cm)と
粘土(100cm)を 挟み、礫 も多 く見 られる。 粘土,石 灰質粘 土中には巣穴痕が見 られる。
(4814m,417cm)主 に珪質軟泥か ら成 り、中部 か ら上部にか けて珪質粘土(15～30cm)を 挟む。 全体
に巣穴痕が多 く見 られ る。
(4118m,517cm)主 に粘土 と石灰質粘土の互層 か ら成 る(頂 部か ら130cmに マール質軟泥(25cm)を 挟
む)。 上部、中部には シル ト～極細粒砂の薄層(2～20cm)を 挟み、 しば しばラ ミナ構造を呈する。
中部 には巣穴痕が発達 して いる。 中部か ら下部 にか けてマ イクロマ ンガ ンノジュールが見 られる。
(3987m,472cm)上 部417cmは 珪質軟泥か ら成 る。 最下部の55cmは 珪質粘土か らなる。 全体に巣穴
痕 が発達 し、申に は1m以 上 に達す るもの も見 られ た。 下部には、マイクロマンガ ンノジュールが見 ら
れる。
(4580m,470cm)上 部100cmは 珪質軟泥か ら成 り、以下 は鉱物粒子を含む粘土 か ら成 る。 全体にわたり
バ イオタベー ションを受 けている部分が多い。 細粒か ら粗粒砂大 のマ イクロマ ンガ ンノジュールが しば
しば見 られる。
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Fig.　3は 、G705,G707,G706のコア柱状図を、南か ら北にむか って左か ら並べた ものである。 大陸寄 りの
G705,G707は 下部 コンチネ ンタルライズに位置 してお り、大陸 か ら供給 され る陸源性の堆積物か らな る。 一方 、
より沖合のG706は 海底平原に位置 し、珪藻、放散虫 に富む珪質軟泥を主体 と した堆積物になる。G703-G702
-G704 、及 びG709-G708の コアも同様の特徴を有する。興味深 い事実 として、大陸寄 りのG705,G707
で陸源性堆積物 と一緒 に多量 の石灰質軟泥が確認 されて いる。 一般に、CCDは 極地に近付 くと浅 くなるとされているが、
調査海域では4000m以 深 にCCDが あると考え られ る。 これは南極周辺 の底層流に関係があるか もしれない。
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Fig.　 3 G705,G707,G706コ ア 柱 状 図
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サ ウ ス ジ ョ ー ジ ア 島 周 辺 の 地 質:レ ビ ュ ー
荒川 基樹,小 嶋 智 (名古屋大学 理学部 地球科学教室)
1.は じ め に 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Schematic　 。・rrelation　and　ge・tect。nic　setting　。f　the　upper　 Jurassic-L。wer
Nur　 and　 Ben-Avraham(1982)が示 し た よ う に 、 現 在 驚 濫:篇 誉 鶉 篇nl蠕 篇 鵠1「nAndesands°uthGe° 「9ia'Thea「「°wsindicate
地 球 上 で 見 られ る 地 質 単 元 は 安 定 大 陸(例 え ば 北 米
大 陸 中 心 部)、 割 れ つ つ あ る大 陸(ア ラ ビ ア 半 島 、
東 ア フ リカ な ど)、 割 れ て し ま って 大 洋 を"漂 って い
る"海 洋 島 や 海 台(セ イ シ ェル 島 、 オ ン トン ジ ャワ 海
台)、"漂 っ た"末 大 陸 縁 辺 部 に 海 洋 堆 積 物 な ど と と
も に 付 け 加 わ っ た付 加 帯(環 太 平 洋 地 域)に 大 別 す
る こ と が で き る。 近 年,大 陸 縁 辺 部 の 付 加 体 の研 究 は
環 太 平洋 地 域 、 ア ル ブ ス ー ヒマ ラ や 造 山帯 を 中 心 に
行 わ れ,そ の 概 要 が 明 らか に さ れ つ つ あ る 。 こ の 付
加 帯 の形 成 過 程 を 明 らか に す る うえ で 、現 在 海 洋 を
漂 っ て い る 大 陸 片 、　subduc七ion　 complexな ど(そ の
大 部 分 は 海 底 に 没 し て い る の だ が)の い わ ゆ るnon-
volcanicoceanic　 island　 の 研 究 が 重 要 で あ る。 こ の
よ う な　non-volcanic　 oceanlc　 islandの ひ と つ と し
て 、 か つ て ゴ ン ド ワナ 大 陸 の 縁 辺 部 で 形 成 さ れ た
subductioncornplexの破 片 と 考 え ら れ る　 Sou七h　 Fig.2　Suare2　 and　 Pettigトew(1976)
Island　 (SGI,　 Fig.1)　 が あ る 。Georgia
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2.地 質 の 概 要
SGIの 大 部 分 は　Cumberland　 Bay　 Formation
(CBF)と 　Sandebug七en　 Forma七ion　 (SF)の プ リ ッ シ ュ
層 に よ っ て 占 め られ 、 南 西 岸 に は　Larsen　 Harbour
Forma七ion　 (LHF)　 が分 布 す る　(　Dalziel　 e七al.,
1975:　 Suare2　 and　Pettigrew,　 1976　 な ど,Fig.2)。
CBF:安 山 岩 質 な 砕 屑 物 に富 む グ レ イワ ッケ と
泥 岩 の 互 層 で 、 液 化 層 理 、斜 交 層 理 、 ソ ー ル マ ー ク
が み られ 、 古 流 系 は 北 北 西 を向 い て い た こ と を 示 す 。
矢 石 類 の 化 石 か ら、 堆 積 年 代 はジ ュ ラ紀 後 期 か ら 白
亜 紀 前 期 と推 定 さ れ る。
SF:CBFと ス ラ ス トで 接 し、 や や 細 粒 で長 石 、
石 英 に 富 み 、 岩 片 も 珪 長 質 な もの が 多 い。 古 流 系 は
南 北 の　bimodal　 を 示 す が 、 や や 南 向 きが 強 い。 生 痕
化 石 し か 見 つ か って お らず 、 時 代 決 定 で き な い が 、
CBFと よ く似 た岩 相 と 指 交 す る こ とが 報 告 さ れ て
い る 。
LHF:枕 状 溶 岩 、 チ ャー ト、 流 紋 岩 、　hyaloc1-
asti七eな どに よ っ て 構 成 さ れ 、 放 射 年 代 は140na
を 示 す 。 層 厚 約2rnの 玄 武 岩 質 な ダ イク 群 や 断 層 が み
られ 、 こ れ ら は後 述 の よ うに 背 弧 海 盆 形 成 時 の 拡 張
部 を 示 す と考 え ら れ る 。
CBFは 、背 弧 海 盆 に 残 され た大 陸 地 殻 の 破 片 で
あ っ た と思 わ れ る　Drygalski　 Fjord　 Complex　 (DFC)
と破 砕 帯 を は さ ん で 接 し、DFCはLHFと 断 層 に
よ って 接 し て い る 。
SGIの 南 西 に あ る　 Annenkov　 lsland　 (AD、
Hauge　 Reefζ こζま　　 Annenkov　 lsland　 Forma七ion
(AIF)が 分 布 す る(Mair.1983な ど)。
AIF:安 山 岩 質 な 砕 屑 物 に富 み 、Lower　 Tuff
Member　 (LTM)　 とUpper　 Breccia冒ember　 (UBM)に 分
け られ る。LTMは 主 に 凝 灰 質 頁 岩 と 凝灰 岩 か らな
る。 ア ン モ ナ イ ト、 魚 骨 、 植 物 、有 孔 虫 、 放 散 虫 な
Fig.1　 Dalziel　 (1975)
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どの 化 石 が 見 つ か って お り、 白 亜 紀 前 期 を示 す 。U
BMはLTMを 整 合 的1こ覆 い 、 無 層 理 で 分 級 度 の悪
い火 砕 角 礫 岩 、 砂岩 で構 成 さ れ 、　sil1　 状 の 安 山岩 や
・spilitic　 lava　 も は さ ん で い る。
南 ア ン デ スは 以 下 の よ う に分 類 さ れ る　 (Bruhn,
1979;　 Suarez　 and　Pe七tigrew,　 1976　 な ど,　Fig.
2)。
Hardy　 Forma七ion　 (HF):主 に安 山岩 質 な 火 山 砕 屑
岩 で 、UBMに 相 当 す る角 礫 岩 と砂 岩 よ りな る地 層
と 、LTMに 相 当 す る凝 灰 岩 層 とで 構 成 さ れ る 。
Yahgan　 Forma七ion　 (YF):水 平 方 向 に相 変 化 し、 大
陸 側 は凝 灰 質 な薄 層 を は さ む 頁 岩 に よ って 占 め られ
るが 、 太 平 洋 側 ほ ど砂 質 、 喋 質 に な り、HFへ と 漸
・移 して い る。CBFに 相 当 す る と考 え られ て い る 。
HFとYFか ら見 つ か っ た 矢 石 、 イ ノセ ラ ム ス な
ど の 化 石 は 、 ジ ュ ラ紀 後 期 か ら白 亜 紀 前 期 を示 す 。
Tobifera　 Formation　 (TF):　 ジ ュ ラ 紀 中 期 か ら後 期
の 酸性 火 山 砕 屑 岩 で 、YFの 大 陸 側 に 分 布 す る。
、　Basic　 Complex　 (BC):　 S　G　1のLHFに 相 当す る。
ハ ン レイ 岩 、 トロ ク トラ イ ト、枕 状 溶 岩 、　spilitic
lava、　pillow　 breccia　 と これ ら に は さ ま れ るチ ャ ー
ト、頁 岩 、 砂 岩 で 構 成 され る。 大 陸 棚 の 基 盤 と
igneous　 con七actで 接 し、 原 地 性 の も の で あ る こ と
が わ か る。
3.変 形 、 変 成 作 用
SGIと 南 ア ン デ ス は、 岩 相 が よ く似 て い るだ け
で な く、変 成 度 や 変 形 様 式 も 対 応 し 、一 般 に 太 平 洋
側 か ら 大 陸 側 に む か って そ の 程 度 が強 くな る。 す な
わち 、AIFとHFは 開 い た 摺 曲 と沸 石 相 の 変 成 を
う けて い る の に 対 して 、 大 陸 側 のCBF、 　SF、 　Y
Fは 閉 じ た摺 出 と摺 出 軸 面 に 平 行 な ス レ ー ト舅 開 が
発 達 し 、ぶ ど う 石 一 バ ン ペ リー 石 棺 の 変 成 を 受 け て
い る。
4.　 SGIと 南 ア ンデ ス の形 成 モ デ ル
以 上 の こ と か ら南 ア ンデ ス とSGIは 、 か つ て 近
接 した 位 置 に あ り、 同 じ よ う な堆 積 環 境 で 形 成 さ れ
た と 考 え られ る　(Tanner　 et　al.,　 1981　 な ど、　Fig.
3)。 す な わ ち 、 ゴ ン ドワ ナ 大 陸 の西 岸 に は ジ ュ ラ紀
後 期 ま で に は後 述 の よ う な サ ブ ダ ク シ ョン ゾ ー ンが
あ り、 こ れ に よ っ て生 じた と思 わ れ る玄 武 岩 質 マ グ
マ が 大 陸 地 殻 に貫 入 し　(LHF,　 BC)、 　現 在 の 日
本 海 の よ うな 背 弧 海 盆 が形 成 さ れ た 。 ジ ュ ラ 紀 後 期
か ら 白 亜紀 前 期 の 間 に 、活 発 な 活 動 を し'てい た 島 弧
か ら は安 山 岩 質 な 砕 屑 物 が 、大 陸 と海 盆 に取 り残 さ
れ た 大 陸 地 殻 の 破 片 か ら はYFや 大 陸 地 殻 の 珪 長 質
な 砕 屑 物 が 供給 さ れ た 。 白亜 紀 後 期 まで に は背 弧 海
盆 は 閉 じ、 火 山 弧 のCO||isionに よ っ て プ リ ッ シ ュ
層 は 変 形 を受 け た 。 そ して 、 後 の プ レー ト運 動 に よ
っ て 現 在 の 位 置 ま で 移 動 した の で あ ろ う 。
5.ゴ ン ド ワ ナ 大 陸 の 古 太 平 洋 縁 辺 部
南 ア ン デ ス とSGIの 関 係 は 既 に 述 べ た が 、 次 の
二 点 か ら 南 ア ン デ ス　 ー　 Xorth　 Sco七ia　 Arc　 (NSA)　 -
SGI　 -　 Sou七h　 Sco七ia　 Arc　 (SSA)　 一 南 極 半 島 は 、 ゴ
ン ド ワ ナ 大 陸 西 縁 部 の サ ブ ダ ク シ ョ ン ゾ ー ン で あ っ
た と 推 定 さ れ る 。
　 (1)Shag　 Rocks　 (∬A)　 .　South　 Shetland　 ]slands
,　Sou七h　 Orkney　 ls}ands,　 Eiephan七 　 lslands　 (以
上SSA)に は 領 家 一 三 波 川 タ ィ フ'の 変 成 岩 が 点 在 し
て い る(Da12ie1,1984)。
(2)南 極 半 島 、　South　 Shetland　 lslands,　 Sou七h
⊂irkney　 lslands　 の 中 部 か ら 上 部 ジ ュ ラ 紀 の 堆 積 岩(
TFに 相 当?)の 基 盤 は 、 上 部 古 生 代 か ら 下 部 中 生
代 の 厚 い タ ー ビ ダ イ ト と メ タ チ ャ ー ト、 塩 基 性 あ る
い は 超 塩 基 性 岩 の ブ ロ ッ ク が 変 成 、 変 形 し た も の で 、
付 加 堆 積 物 と 考 え ら れ る(Dai2ie1,1982)。
こ れ ら に 加 え て 、(1)DSDPな ど の 調 査 に よ
っ て 明 ら か に さ れ た 先 カ ン プ リ ア 紀 か ら 古 生 代 前 期
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Schematic　 cross-section　 of　 the　Upper　 Jurassic-Lower　 Creta㏄ous　 island・arc　systemin　 the　southern　 Andes　 and　 South　 Georgia.
A,　 pHlow　 ;avas　and　 dolerites　 possibly　 related　 to　the　basic　 complex.　 The　 hatched　 area　 indicates　 an　 arc-trench　 gap　 represented　 by　Permo-
CarbOniferous　 sedimentary　 r㏄ks　 an4　 possibly　 related　 basic　 rocks　 (Cecioni,　 19S5;　 Dalziel,　 de　Wit　 &　Palmcr,　 1974).
Fig.3　 Suare2　and　 Pe七 七igrew ,(1976)
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の 大 陸 基 盤 の 外 形 、　 (2)　 Sierra　 de　 la　Ventana　 か
ら　 Cape　 Fold　 Bel七.　 Pensacoia　 Moun七ains,
Transan七arc七ic恥un七ainsに至 る 下 部 中 生 界 の 摺 曲
帯 の 連 続 性,(3)南 極 半 島 の 基 部 に あ る　 EH　 swor－
七h　noun七alns　 と　 Cape　 Foid　 Be1七 は 、 層 序 、 変 形 年
代 は 類 似 し て い る が 、 そ の 構 造 方 向 が 異 な る こ と 、
な ど の 全 て の デ ー タ を 満 た す ゴ ン ド ワ ナ 大 陸 西 岸 の
復 元 は 困 難 で あ っ た 。
と こ ろ が 、 古 地 磁 気 の デ ー タ を も と に 、Da12ie1
(1982)1ま 　 Ellswor七h　 Mountalns　 カ∫　 Cape　 Poid
Bel七 と　 Pensacola　 noun七alnsの 間 に あ っ た も の で
あ る こ と を 示 し 、 さ ら に 南 極 大 陸 西 部 は い く つ か の
七errane　 の 集 合 体 で あ る と す る モ デ ル を 提 唱 し て い
る(Fi9.4)。
こ れ に よ っ て 、 分 裂 以 前 の ゴ ン ド ワ ナ 大 陸 の 新 し
い モ デ ル が 示 さ れ た わ け で あ る が 、 南 極 大 陸 に は 依
然 と し て 未 知 の 部 分 が 多 く 、 大 陸 地 殻 の 歴 史 を 考 え
る う え で 多 く の 鍵 を 握 っ て い る と い え よ う 。
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リ ュ ッ ォ ホ ル ム 湾 岸 地 域 の 古 地 磁 気 学 的 研 究
船 木 責(極 地 研)
Peter　 Wasilewski　 (NASA　 GSFC)
1.は じ め に
第25次 南極 観 測 隊 で採 集 され た1125個 の 古地磁 気 学用 岩 石 試料 の うち 、東 西 オ ングル 島 及 びセ ー ル ロ
ンダー ネ地 域 の古 地 磁気 学 的研 究 結果 は 既 に1985.1986年 の この シンポ ジュ ーム で報 告 し た。 今 回残 され た
INNHOVDE,　VESTHOVDE.　 AUSTHOVDE及 びSKARVS　 NES地 域 の 岩石 の 測定 結 果 に っ いて報 告 す る。
自然残 留 磁気(NRM)の 測 定 は超 電導 磁 力 計 を主体 的 に 使用 しNRMの 強 い試 料 の み ス ピナ ー磁 力計 を用 いた 。
代 表 的 な試料 にっ い ては50mTま で 交流 消磁 を行 い 、 そのNRMの 安 定 性 を調 べ た 。 また1部 の 試料 に っ いて は
熱 消 磁 も行 った 。多 くの 試料 は10mTの 交流 消磁 で安 定 なNRMを 主体 的 に持 つ こ とか ら、10mTで 消磁 され たNRM
を各 試料 の 代表 的 な値 と した。
今 回使 用 し た試 料 はINNHOVDEの38地 点 か ら252個 、　VESTHOVDEの12地 点か ら124個 、　AUSTHOVDEの6地 点か ら
107個 それ にSKARVS　 NESの11地 点 か ら107個 、合 計590個 で あ る。 ま た これ らの 試料 は 各種 片麻 岩類 の他 、花
こう岩 、塩基 性 変成 岩 それ にペ グマ タ イ ト等 で あ る。
2.測 定結 果
INNHOVDE.　VESTHOVDE,　 SKARVS　 NES地 域 の試 料 は極 め て複 雑 なNRM方 位 を示 す 。同 一地 層 内 で も場 所 に よ り磁
化 方 位 はバ ラバ ラで あ る こと こ多 い 。正帯 磁 を示 す 多 くの試 料 のNRMは 、現 在 の地 球磁 場 方 向 に近 い こ とか
ら、2次 磁化 で あ る可 能性 が 大 きい。 しか しペ グ マタ イ トの磁 化 は 安定 で あ り、か な り良 い ま と ま りを示
し 、信頼 で きるNRMと 考 え られ る。逆 帯 磁 を示 す試 料 のNRMの 方 向は 偏 角300～30度 、 伏角0～90度 の範 囲 に 多
く分 布 す る。 これ らのNRMは 基 本 的 に安 定 な もの が多 く信 頼 で き る。第1図 はINNHOVDEのNRMの 分 布 を示 した
例 で ある 。 しか しAUSTHOVDEの 試 料 のNRMは 方 向 に き わだ っ た ま とま りは認 め られず 、現 在 検 討 申で あ る。
3.考 察
INNHOVDE.　VESTHOVDEそ れ にSKARVS　 NES地 域 の 片麻 岩類 の1部 は安定 なNRMを 持 ち、 それ は逆 帯 磁(下 向 き)
で あ る。 そのNRMの 平 均 は オ ン グル島 のHORUNBLENDE　 GNEISSの 持 つNRMの 方 向 と ほ とん ど平行 で あ る。 また ペ
グ マタ イ トの それ もオ ング ル島 の もの と平 行 で あ る。 この 乙 とは、 この地 域 がNRMを 獲 得 した後 、 白癩 氷河
を境 に して大 きな地 殻 変動 がな か った こ とを推定 させ る。 これ らのNRMか ら推 定 され る見 掛 け の古磁 極(VGP)
の位地 はは現 在 の ア フ リカ大 陸 の赤 道付 近 で あ り、 この値 は ゴ ン ドワ ナ大 陸 の オル ドビス紀 のVGPの 値 と調
和 的 で あ る。
リュッ ッ オ・ホル ム湾 岸地 域 の岩 石 の持 つNRMは 極 め て複雑 で あ り、今 後 詳細 な検討 が 必要 で あ る。特 に貫
入 岩 が片 麻 岩 に与 え た熱 的影 響 に っ いて に研 究 は この地 域 の 古地 磁 気学 の 研究 に と って重要 で あ る。
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図　1　1NNHOVDE地 域 の岩石 のNRMの 方 向
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ジ ュ ラ 紀 に 熱 変 成 を 被 っ た
ビ ー コ ン 累 層 群 の 古 地 磁 気
南 極 マクマー ド サウンド 地 域 に は、 古 生 代 中 期 か
ら ジ ュラ紀 に か け て の、 砂 岩 層 を 主 体 と す る ビ
コーン累 層 群 が 広 く 分 布 し て い る。 古 生 代 の ヒ㌧
コン累 層 群 に つ い て 従 来、 得 ら れ て い る 古 磁 極
(VGP)は ジ ュラ紀 のVGPに 近 く、 フェラー ド レラ什 の 貫
入 に よ り 焼 か れ、 再 帯 磁 し た 可 能 性 が 指 摘 さ
れ て い る(Turnbu|1:1959,Bul1:1962,Funaki:
1983)。 今 回 、　 Mt.　 Circe及 びM七.　 Knobhead地
域 の 砂 岩 、 周 辺 の フェラー ド レライトに つ い て 古 地 磁
気 強 度 の 推 定 法(テ リ1法)を 適 用 し、 ビ コーン累 層
群 の 再 帯 磁 の 検 討 を 行 っ た 。
● 手 法(テ リ1法)
加 熱 に よ り、 あ る 温 度 区 間 で 獲 得 さ れ た 熱
残 留 磁 化(TRM)は 、 実 験 室 の 同 温 度 範 囲 の 加 熱
で 再 現 で き る。　 TRM起 源 の 自 然 残 留 磁 化(NRM)
を も つ 試 料 で は 、　 (A)NRMの 温 度Tで の 熱 消 磁 成
分 と、(B)人 工 磁 場 の も と で 同 温 度Tで つ け た
TRM成 分 の 比 は 、 岩 石
m
芸難欝 騰 驕
を示 す.図 の様 に色 々 芸
口
な 温 度Tの 結 果 を フ゜oット
す れ ば(A)ぺB)の 線 形
関 係 か ら 地 磁 気 強 度 を(B)豊 主翼留磁化
求 め る こ と が で き る。
砂 岩 が 、 堆 積 時 に 獲 得 す る 堆 積 残 留 磁 化(
DRM)はTR門 に く ら べ 非 常 に 弱 い の で 、 一 般 に 、
(A)一(B)図 に お け るNRM/TRM比 も 小 さ い 。 加 熱
を 受 け 、TRMが 獲 得 さ れ た 砂 岩 で は 、(A)一(B)
図 の フ　゜fiットは あ る 勾 配 の 直 線 に の る 。 つ ま り 、
人 工TRMと の 比 較 か ら 自 然 残 留 磁 化 がDRMか ↑
RMで あ る か が 検 討 で き る 。
実 験 に 用 い た 岩 石 に つ い て は 、 富 山 大 学
教 育 学 部 、 相 馬 教 授 ・丸 山 博 士 に 御 指 導 頂 き、
鏡 下 で の 観 察 も 行 っ た。
● 結 果　 　 Mt..　Circeの4地 点 の 砂 岩(180m厚 の
ド レライトシJ;か ら 露 頭 で の 垂 直 距 離 は40-100m)は 、
安 定 な1成 分 の 磁 化 を 持 っ て い た。 ま た、500
°C以 上 ま で の 温 度 範 囲 に お い てNRM-TRM間 に 線
形 関 係 が 得 ら れ た 。 推 定 さ れ た 磁 場 強 度 は、
Wright　 Valleyの フェラー ド レライトか ら 求 め た 古 地 磁
酒 井 英 男*船 木 賓**広 岡 公 夫*
(*富 山 大 ・理)(**極 地 研)
気 強 度 と 同 程 度 で あ っ た。
以 上 の 結 果 は、　 Mt.　 Circeの 砂 岩 がTRM起 源
の 残 留 磁 化 を 持 つ こ と を 示 す と 考 え られ る。
ま た、 検 鏡 に よ る と、 こ れ ら の 砂 岩(ortho--
quat2ite)に は 微 量 のbioti七eが 認 め ら れ、
dust-ringも 広 く 存 在 し て お り,接 触 熱 変 成 を
被 っ た こ と は 岩 石 学 的 に も 十 分 に 考 え られ る。
Mt.Knobhedの4地 点 か ら 採 集 さ れ た 砂 岩 に つ
い て も、 同 様 の 実 験 を 行 っ た。Funaki(1983)
に よ れ ば,こ れ ら4地 点(A,B,C,D,)の 自 然 残 留
磁 化 は、 ド レライトシJ;との 接 触 面 に 近 い も の ほ ど
磁 化 強 度 が 強 い。 最 も 近 い140m離 れ た 地 点Aの
試 料 は、　 Mt.Circeと 同 程 度 の 磁 化 強 度(10-6
emu/gr)で あ り,テ リ1法 で 得 ら れ た 古 地 磁 気 強
度 も ほ ぼ 等 し か っ た。Aよ り50-100m離 れ たB,
C,D地 点 の 試 料 の 磁 化 強 度 はAの 半 分 以 下 で あ
りNRM:TRMに は,明 確 な 比 例 関 係 が 得 ら れ な か
っ た。 し か し,300°Cま で のNRM/TRMの 比 が,
あ ま り 小 さ く な い こ と か ら、B,C,Dの 試 料 も
部 分 的 に ↑RMを 持 つ と 考 え ら れ る。B,C,Dの 試
料 に はbiotite結 晶 やdust-ringは 認 め られ な
か っ た。
接 触 熱 変 成 に 伴 う 残 留 磁 化 の 再 帯 磁 は、 タス
マニア島 よ り 採 取 さ れ た ド わ イト(厚 さlmの シJl)と、
数m離 れ た 流 紋 岩 質 凝 灰 岩 に つ い て も 検 討 中 で
あ る。
● ま と め
M七.　Circeお よ びMt.　 Knobheadに 分 布 す る 古
生 代 の 砂 岩 に 、 古 地 磁 気 強 度 の 推 定 法 を 適 用
し た 結 果 、 フ・デ ド レラ什 の 貫 入 に よ る と 考 え ら
れ る 熱 残 留 磁 化 が 認 め ら れ た。 こ れ はFunaki
(1983)等 が 述 べ て い る ビ コーン累 層 群 の ジ ュラ紀 に
お け る 再 帯 磁 を 支 持 す る 結 果 で あ る。
従 来 、 ジ ュラ紀 の 地 磁 気 強 度 と し て は、
Briden(1963)が フェラー ド レライト及 び9ス マンド レライトか
ら 求 め た テ㌧ タが あ る の み で あ る。500°C－ キコー リ
一点 の 範 囲 に お け るNRM/TRMテ ㌧ タの 解 析 か ら そ
れ ぞ れ 、11.9、16.6nTと の 結 果 を 出 し て い る。
今 回 、 ヒ㌧ コン層 群 ・フェラー ド レライト・タスマンド レライトか ら
得 ら れ た 地 磁 気 強 度 は35-55nTで あ りBridenの
結 果 に 比 べ 、 か な り強 い 値 と な っ た。
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マ ク マ ー ド 火 山 岩 類 中 の 上 部 マ ン ト ル ゼ ノ リ ス と
ベ イ サ ナ イ ト マ グ マ の 反 応
新 井 田 清 信(北 大 ・理)
西 南 極 ロ ス 島 周 辺 に 広 く 分 布 す る 後 期 新 生 代 マ ク マ ー ド 火 山 岩 類 中 の ゼ ノ リ ス は、 上 部
マ ン ト ル で 生 じ た メ タ ゾ マ テ ィ ズ ム の 結 果 と 考 え ら れ る 鏡 下 の 特 徴 お よ び 鉱 物 化 学 的 特 徴
を 示 す 。 以 下 に そ の 特 徴 ・性 質 を 記 載 し、 上 部 マ ン ト ル ゼ ノ リ ス と ベ イ サ ナ イ ト マ グ マ の
反 応 に よ っ て 進 行 し た メ タ ゾ マ テ ィ ズ ム に つ い て 考 察 す る。
■ メ タ ゾ マ テ ィ ズ ム の3つ の タ イ プ
こ こ で 認 め ら れ る 上 部 マ ン ト ル メ タ ゾ マ テ ィ ズ ム の 実 例 は、 次 の3つ の タ イ プ に 区 分 さ
れ る。
1:反 応 生 成 鉱 物 に 急 冷 ガ ラ ス を 伴 うMetasomatic　 Veinタ イ プ
2:反 応 生 成 鉱 物 の 集 合 体 の み か ら な るMetasomatic　 Bandタ イ プ
3:メ タ ゾ マ テ ィ ズ ム の 鉱 物 モ ー ド を も つMetasomatic　 Xenolithタ イ プ
■ 鉱 物 化 学 的 性 質
(1)単 斜 輝 石:タ イ プ1お よ び2の 単 斜 輝 石 は 、 上 部 マ ン ト ル レ ル ゾ ラ イ ト 申 のCrに 富
むdiopsideに 比 べ て、FeO*、TiO2、A1203に著 し く 富 み 、　 SiO2、 　Cr203、 　MgOに 乏 し い。 タ
イ プ2(サ ン プ ルNo.73-2,No.RS3-4)では、　 Cr-diopside　 +　basanite　 magma　 →　 fassitic
augiteの 反 応 が 生 じ て い る。　 fassitic　 augiteの 化 学 組 成 は、 ホ ス ト の ベ イ サ ナ イ ト 中 の
単 斜 輝 石 お よ び キ ュ ム レ ー ト 捕 獲 岩 中 の 単 斜 輝 石 に 類 似 す る。 タ イ プ3(No.113-B6)の単
斜 輝 石 は、TiO2、Al203、Cr203に乏 し く、Na20に 富 み、 高 いmg値 を も つ。
(2)ケ ル ス ー ト 閃 石 ～ パ ー ガ ス 閃 石:タ イ プ1(No.RS3-1)の角 閃 石 はTiO2(6.0～6.7
wtX)に 極 め て 富 む ケ ル ス ー ト 閃 石 で あ る。 タ イ プ2で は、　 Tio2含 有 量 は3.6～6.Owt%、
mg=0.753～0.645で あ り、 タ イ プ3(TiO20.9～1.2wtX、mg=0.893～0.900)と キ ュ
ム レ ー ト(TiO24.5～6.5wt%、mg=0.685～0.619)の 中 間 的 組 成 を も つ。
(3)フ ロ ゴ パ イ ト:タ イ プ1(No.RS3-1)には、TiO2(3.9～7.2wt%)に 富 み、　 SiO2に 乏
し い フ ロ ゴ パ イ ト　(eastonite)　 が 認 め ら れ る。 こ れ ら は 、 タ イ プ3(No.113-A2,No.113
-B6-2)お よ びcnmulus　 phlogopite(No.73-13)　 の 中 間 的 化 学 組 成 を 示 す。
(4)ス ピ ネ ル:タ イ プ1お よ び2の ス ピ ネ ル は、 一 般 に 鏡 下 で グ リ ー ン 色 を 示 し、　 FeO*
に 富 むAl-spinelで あ る。 タ イ プ1(No.RS3-1)では 、 上 部 マ ン ト ルCr-spine1と ベ イ サ ナ
イ ト マ グ マ の 反 応 に よ っ て、　 FeO*、 　 TiO2に 富 み、MgO、Cr203、Al203に乏 し い ス ピ ネ ル が
生 じ て い る。
■ ゼ ノ リ ス ー ベ イ サ ナ イ ト マ グ マ 反 応 と メ タ ゾ マ テ ィ ズ ム
タ イ プ1は 、 固 体 上 部 マ ン ト ル を 捕 獲 し た ベ イ サ ナ イ ト マ グ マ が ゼ ノ リ ス 中 に 侵 入 し て
生 じ て い る メ タ ゾ マ テ ィ ッ ク 反 応 の 極 め て 具 体 的 な 例 で あ る。
タ イ プ2は 、 ゼ ノ リ ス と ベ イ サ ナ イ ト マ グ マ の 反 応 は 完 了 し て い る も の の、 岩 石 化 学 的
・鉱 物 化 学 的 に 不 均 質 な 固 体 上 部 マ ン ト ル を 代 表 す る 例 で あ る。 こ の 場 合 、 ゼ ノ リ ス の 反
応 の 相 手 は ベ イ サ ナ イ ト マ グ マ で は あ る が、 そ れ が ホ ス ト の マ グ マ と は 限 ら な い。
タ イ プ3は 、 タ イ プ1お よ び2と 同 様 に 揮 発 性 成 分 やLIL元 素 な ど に 富 む 鉱 物 モ ー ド
を も つ も の の、 す で に サ ン プ ル オ ー ダ ー の 固 体 拡 散 は 完 了 し て お り、 化 学 平 衡 に 達 し た 固
体 上 部 マ ン ト ル の 実 例 で あ る。 し か し、 こ の メ タ ゾ マ テ ィ ズ ム の 誘 因 は、 ベ イ サ ナ イ ト マ
グ マ の 注 入 の み に 限 定 さ れ な い。
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ロ ス 島 に お け る 重 力 測 定
1982年 か ら1987年 ま で の 結 果
三浦 哲(東 北大 ・理)・ 神沼克伊(極 地研究所)・ 小山悦郎(東 大 ・震研)
著 者 ら は、1982年 以 来 ロ ス 島 及 び そ の 周 辺 れ る も の と 考 え ら れ る。1986/87年 に は ラ コ ス
で 重 力 測 定 を 繰 り 返 し て い る(図1、2)。 テ 重 力 計G-682型 を 持 込 み 国 際 地 震 観 測
得 ら れ た デ ー タ は、 ア メ リ カ、 ニ ュ ー ジ ー ラ 網(WWSSN)のSBA観 測 点 に お い て 零
ン ド、 日 本 の3国 共 同 で 行 わ れ て い る 地 震 観 位 法 を 用 い た 高 精 度 の 重 力 潮 汐 連 続 観 測、 及
測(エ レ バ ス 火 山 国 際 地 震 研 究,　 IMESS)び フ ィ ー ル ド に お け る 重 力 測 定 を 行 っ た。 特
に よ っ て 解 明 さ れ つ つ あ る 地 震 活 動 等 の デ ー に 今 回 は ド ラ イ ・ バ レ ー 地 域 や マ ク マ ー ド入
タ と 合 わ せ た 総 合 的 な 解 析 を 行 う こ と に よ り、 江 に 浮 か ぶ デ イ リ ー 諸 島 の11の 測 定 点 に お
エ レ バ ス 火 山 の 山 体 構 造 に 関 す る 情 報 が 得 ら い て 重 力 測 定 が 行 わ れ た 。
図3に ロ ス 島 内 の 測 定 点 で 測 定 さ れ た 重 力
値 か ら 得 ら れ た ブ ー ゲ ー 異 常 値 の 分 布 を 示 す
GRAVITY　 STATIONS　 tS2」87)　(仮 定 し た 密 度 は2.29/crn3)。 地 形 補 正 は25
万 分 の1の 地 形 図 か ら 読 み 取 っ た200mの 等 高
7715'S
GRAV『 「Y　STATIONS
図2ロ ス島 周辺 に お ける重 力 測定 点.
線 を 用 い3次 元 の タ ル ワ ニ の 方 法(Talwani
and　 Ewing,1960)　 に よ り 行 っ た。 測 定 点 が ま
だ 多 く な い た め 、 詳 し い 議 論 は で き な い が、
特 徴 的 な こ と と し て 山 頂 を 中 心 と し た 地 域 で
高 異 常 を 示 し て い る こ と が 挙 げ ら れ る。 こ れ
は 、 ハ ワ イ の キ ラ ウ エ ア 火 山 や 伊 豆 大 島 火 山
の 場 合 と 共 通 し て お り　 (Kinoshi七a　 et　 al.,
1974,yokoyama,1969)、エ レ バ ス 火 山 が キ
ラ ウ エ ア 型 の カ ル デ ラ に 分 類 さ れ る こ と を 示
し て い る と 考 え ら れ る。
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赤 外線 放 射 温度 計 に よ るエ レバ ス火 山 火 口 の温 度 測 定
三浦 哲(東 北大 ・理)・ 神沼克伊(極 地研究所)　・R.　Dibbie　(NZ.　ビク トリア大学)
エ レ バ ス 火 山 は1972年 以 来 、 途 中 中 規 模 の で あ る マ グ マ 、 即 ち 溶 岩 の 温 度 を 直 接 測 定 す
噴 火 に よ り 一 旦 は 消 失 し た も の の10年 以 上 に る こ と は 火 山 活 動 の 現 状 を 把 握 す る 上 で ひ と
わ た り 山 頂 の 火 口 内 に 溶 岩 湖 が 存 在 し て お り、 つ の 貴 重 な デ ー タ で あ る と 考 え ら れ る。 ま た、
世 界 的 に も 珍 し い 火 山 の ひ と つ で あ る。1986火 山 噴 火 の 短 期 的 前 駆 現 象 と し て 熱 異 常 が 認
/87年 に は エ レ バ ス 火 山 国 際 地 震 研 究(IMEめ ら れ た 例 も 多 い こ と か ら、 火 山 噴 火 予 知 の
SS)の 終 了 に 伴 う 作 業 、 及 び ウ ェ リ ン ト ン1手 法 と し て も 重 要 で あ る と 考 え ら れ る。
・ ビ ク ト リ ア 大 学(ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド)に よ 図1に 今 回 我 々 が 測 定 を 行 っ た 測 定 点 の 分
る 火 口 内 観 測 用 ビ デ オ ・ カ メ ラ の 設 置 の た め 布 を 示 す。 特 にCamera　 Si七eか ら は 外 気 温 は
に 登 頂 し た が そ の 際 に も 火 口 内 に 直 径 約20m約 一10～-20℃ と 低 か っ た も の の 天 候 に も 恵 ま
の 溶 岩 湖 が 確 認 さ れ て い る。 今 回 の 作 業 に 伴 れ 溶 岩 湖 が 明 瞭 に 観 察 で き た た め 、 温 度 測 定
っ て 我 々 は 、 赤 外 線 放 射 温 度 計 を 山 頂 に 持 込 の 精 度 も 良 好 で あ る と 考 え ら れ る。 得 ら れ た
み、 溶 岩 湖 及 び そ の 周 辺 の 火 口 内 の 温 度 測 定 測 定 結 果 は、 溶 岩 湖 表 面 で 約500～800℃ 、 火
を 試 み た の で そ の 結 果 に つ い て 報 告 す る。 口 壁 で は 最 大 で 約80℃ で あ っ た。 今 後 も 機 会
火 山 活 動 と は 一 言 で 言 え ば 、 地 球 的 規 模 で が あ る ご と に 同 様 の 測 定 を 繰 り 返 し、 エ レ バ
の 熱 エ ネ ル ギ ー の 収 支 を 保 つ た め の 局 地 的 な ス 火 山 の 活 動 様 式 の 推 移 を 見 守 っ て い く こ と
地 学 現 象 で あ る。 従 っ て 、 火 山 活 動 の 原 動 力 は 大 き な 意 義 を も つ と 考 え ら れ る。
INFRARED　 OBSERVA'「ION
図1赤 外 線 放 射温 度計 に よ る温度 測・定点.
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南極 ・エ レバス火 山の群発地震
村 上克 美(東 海 大学 ・理)・ 神沼克 伊(国 立 極地 研究 所)
南極 ・エ レバス 火山(77°30,S,167°E,
3794m)で は1980年12月か ら1985年
12月 まで 、 日本 ・ア メ リカ ・ニ ュ ージ ーラ ン
ドの三 国共 同 による 「エ レバ ス火 山国 際地震 研
究(IMESS)　 」 によ って地 震 の観測 が行 わ
れ てき た。 そ して現在 はn本 ・ニ ュー ジー うン
ドの 共 同に よる 「エ レバ ス火 山国際 噴火 機構 の
研 究(IMEEMS)　 」 と して 、そ の観測 が継
続 され て いる 。1980年 か ら1984年 にか
けて エ レバ ス 山 を中心 に10箇 所 の地 震観 測点
が設 置され た(図1)。
エ レバス 火山 は1972年 以来10年 以上 も
溶岩 湖 が山 頂火 日 に存 在 して いた が、1984
年9月 に降灰 を伴 っ た噴火 が起 こ り消滅 した。
しか し1986年12月 には直 径20mほ どの
溶岩 湖が 出現 し、 そ こか ら噴火 が起 こっ てい る。
噴火 前 に地震 数 の 日別 頻度 が20か ら ユ00
個 程度 で あっ たの に対 して噴 火 か ら3か 月 たっ
た12月 末 か ら急激 に地震 数 が減 り、1985
年 に入 って1日 に観測 され る地 震数 がlO個 程
度 に減少 した。地 震数 が少 な い傾 向は1986
年 に入っ ても続 い て いた が、1986年7月 以
後 に地 震 数の増 加 の傾 向が 見 られ 、1日 に10
個 以 」二の地 震 が観測 され る よ うになっ た。 噴火
活 動前 の震 源分 布 は ロス島全 体 に広 がって い た
が、噴 火 を境 に震源 が 山体 に集中 して いる1,
群 発地 震 は ユ982年 に3回 、1.983年 に
7回 、1984年 に6向 観 測 され たが、 噴 火後
の1985年 に1回(85--A)、1986年
に2回(86-A・86-B)し か観 測 され な
かっ た。 こ こでの 群発地 震 の定 義は24時 間以
内 に250個 以 上 の地震 が観 測 され た 日とその
前後 の地震 数 の多 い 日を含め た 一連の 活動 を指
して いる。 以上 の こと か ら1984年9月 の噴
火 によって 、蓄 積 されて き たエネル ギー が放 出
されエ レバ ス 山付近 の地殻 応 力場 が変化 したも
の と推定 され る 。
また1986年 に観 測 され た2回 の群 発地 震
の震 源決 定 を、噴 火型 の地 震 とそれ以 外 の地震
に分 けて 行 った(図2)。 その 結果、 噴火 型 の
地震 は山体 の上 部 に震源 が集 中 し、 それ以 外 の
地 震 は山体 を中心 に広 がっ てい た。 この結 果 か
ら、群 発地 震の 期間 内 に起 こる地 震は 、山体 上
部 の噴 火活 動 に伴 う地震 の他 に別 の要 因で発 生
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人工地震 によるエ レバス 山の構造
神 沼克 伊 ・渋谷 和雄(国 立極 地研 究所)・ 村上 克美(東 海大 学 ・理)
南 極 ・エ レバス 火 山(77D30'S,167°E,
3794m)で は、1980年 ユ2月 か ら ユ985
年12月 まで 、 日本 ・アメ リカ ・ニ ュー ジー ラ
ン ドの三 国共 同 によ る 「エ レバ ス火 山国 際地震
研究(IMESS)　 」 に よって 、地 震活動 ・噴
火の メカ ニズ ム を調べ る 目的の 観測 が行わ れ て
き た。そ して 現在 も、 日本 ・二 一 ジー ラ ン ドの
共 同に よるエ レバ ス火 山国 際噴 火機 構の 研究(
IMEEMS)と して 引続 き観 測 が行わ れて い
る。これ ら6年 間 の デー タか ら、エ レバ ス火 山
周辺 の地 震活 動 につ いて、 多 くの こ とが明 らか
になっ てき たが、 そ の震源 決定 に用 い てき た山
体 の速度 構造 は 、あ くまでも仮 定の も ので あっ
た。
そ こで、 よ り正確 に震 源決 定 を行 い 、噴 火の
メカニ ズ ム を知 る ため に、1984年11月 か
ら12月 にか けて人 工地 震観 測 を行っ た。 この
地 震観 測の た め に、 山頂 に3点 、 山腹 に4点 、
合計7点 の臨 時観測 点(図1)を 設置 した。
Lower　 Fang　Ridge　 (図1:LFA)で の 予備実
験 を含 め、 図1に 示 す4点 で合計7回 の発 破 を
行っ た。 この観 測 をも と に、新 たな 山体構 造 を
求め た(図2)。
観 測点、 爆破 点 とも 高度 差が 大き く、波 形の
解析 に は、観測 点 の高 さの補 正 を行 いな が ら解
析 を した。 この結 果、 表層 のP波 速度 は3.1
km/s,厚 さ2.　 Okmが 得 られ た。 また、
第2層 のP波 速度 は4.2km/s,厚 さ2.
3km,第3層 は4.7km/s,5.6km
が得 られ た 。基盤 岩 と思わ れ る層のP波 速度 は
6.5km/sが 得 られ た。
以上 の結 果 か ら、 ロス島 直下 に、P波 速度5
-6km/sの 花 筒岩 質層 が見 つ か らな い こと
か ら、海 底か らマ グマ が噴 出 してで き た島で あ
る こと が示唆 され る。 ま た、 同 じ理 由 によ り、
この6.5km/s層 のh面 が コ ンラ ッ ド不 連
続面 と推定 さ れ る。
P波 速 度2km/s程 度 の表 層 が検 出で きな
かっ た、,この ため 、新 しい 構造 で決 め た震源 分
布 は、以 前の 速度 構造 で決 定 した震 源分 布 に比
べて 、震 源 が火 口 を中心 に浅 い ところ に集 中 し
てい る 。表層 が検 出 できな か った こ とか ら山体
の堆 積層 は極 め て薄 い と推 定 され る。
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エ レ バ ス 山 の 噴 火 機 構
神沼克伊(国 立極 地研究所)・ 三浦 哲(東 北大 ・理)　 ・　R.　R.　Dibble　 (ビ ク トリア大)
1.は じめ に:エ レバス山(77°30'S,167°E,3794m)の 地震活動は1980年12月 以来.山 体に設置されたテレメー タに
よる地震観測網で記録されている.1984年9月 に新 しい噴火活動が起 こり,12月 まで継続 した.こ の噴火活動の
前 まで は1日 の地震数が20～100個 程度だ ったのが,1985年 には1日 平均23回,1986年 には17回 と減少 した.1
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とも呼べる水蒸気爆発がほ とんどで.そ の割合 は全爆発の10
～20%で ある.溶 岩湖か らの爆発は次の3つ に大別 される.
1.噴 出物を伴 った爆発(Type　 1)





Type　1の 爆発に伴って起 った地震波の例を図1に 示 した.図
か ら分かるように初動 をはじめ各観測点で共通に記録 されて
いるい くつかの明瞭 な位相が認め られる.そ して,少 なくと
も二つの位相の発展は,爆 発が起る前であることが分 かった.
各観測点の初動 とそれにつづ く位相 との震源位置は.深 いと
ころか ら,浅 い ところへと移 動している.記 録され ている5
個のlype　1についての震 源の移動を図2に 示 した.こ の震源
の移動 について は次のように考えられる.
1.山 頂直下のマグマ溜りから高E[の 気泡が－t昇を始 める.
2.気 泡の1二昇途中 で,閉 じているパイプが破壊される.
3.爆 発が起る.
この事実か ら,こ のType　1の 爆発 に伴 う地震 は,火[]で の爆
発によって起る破壊の振動 ではなく,マ グマ溜 りか ら爆発を
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Type　2,　Type　3は数 も少な く,　Type　1の ように.明 瞭な震源の上昇移動 は認 められない.し か し.火 口 からの地
震発生以前に地震が発生 するこ とはType　1と同 じである.
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シンポジウム プロシーデ ィング スの発行につい て
例年 と同様 に当 シンポ ジウムのプロシーディングスを発行 しますので,下 記により
論文の投稿 をお願い致 します.
1.投 稿締切 り日:昭 和63年2月29日(月)
2.投 稿要領
論文 は刷 りあがり10ペ …ジ以内と します.こ の場合,原 稿はタイプ用紙ダブル
スペースで15枚 以内 となり,図,表 が増えた分,原 稿 は少なくして 下さい.
図は2枚 で1ペ ージ程度です.表 は縮小で きまttん ので原寸大で考えて下さい.
プロシーデ ィング スの性格 上,発 表論文は短 くても結構(短 報 として扱 う場合 も
あります)で すか ら投稿 して下 さい.投 稿 されない場合でも英文アブス トラク ト
は提出 してください.
3.そ の他
シ ンポジ ウムプ ログラムをプ ロシーデ ィングスに掲載致 しますので,英 文題目 と
ローマ字表記著者 名をF記 の表により地学プロシーディングス編集幹事ま であ知
らせ下さい.
4.投 稿 先:〒173東 京 都 板 橋 区加 賀1-9-10
国 立極 地 研 究所 地 学 プ日シ ーデ ィング ス編 集 幹 事
睡蓮 は全員ご提画
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!地 下 践
●国電(埼 京線)板 橋駅下車徒歩13分
●地下鉄(都 営三田線)板 橋区役所前下車徒歩7分
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